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昨
年

　

昨
年
1010
月
の
総
会
で
理
事
長

月
の
総
会
で
理
事
長

に
選
出
さ
れ
た
嶋
津
で
す
。
前

に
選
出
さ
れ
た
嶋
津
で
す
。
前

任
の
宍
戸
さ
ん
に

任
の
宍
戸
さ
ん
に
1313
年
の
長
き

年
の
長
き

に
亘
っ
て
当
同
窓
会
を
牽
引
し

に
亘
っ
て
当
同
窓
会
を
牽
引
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
の

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
の

意
を
表
し
た
い
。

意
を
表
し
た
い
。

　

宍
戸
さ
ん
が
就
任
さ
れ
た

　

宍
戸
さ
ん
が
就
任
さ
れ
た

２
０
１
１
年
は
３
月
に
都
大
附

２
０
１
１
年
は
３
月
に
都
大
附

がが
6363
年
の
歴
史
に
終
止
符
を
打

年
の
歴
史
に
終
止
符
を
打

ち
、
一
方
、
５
年
前
に
新
入
生

ち
、
一
方
、
５
年
前
に
新
入
生

を
受
け
入
れ
て
開
校
し
た
桜
修

を
受
け
入
れ
て
開
校
し
た
桜
修

館
が
前
期
３
年
、
後
期
３
年
の

館
が
前
期
３
年
、
後
期
３
年
の

　

昨
年

　

昨
年
1010
月月
2626
日
に
同
窓
会
の
定
期
総
会
が
、

日
に
同
窓
会
の
定
期
総
会
が
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。前
回
の
総
会
以
降
の
活
動

開
催
さ
れ
ま
し
た
。前
回
の
総
会
以
降
の
活
動

報
告
、会
計
監
査
報
告
の
後
、会
則
の
一
部
改

報
告
、会
計
監
査
報
告
の
後
、会
則
の
一
部
改

訂
、今
後
の
活
動
方
針
の
討
議
な
ど
が
行
わ
れ
、

訂
、今
後
の
活
動
方
針
の
討
議
な
ど
が
行
わ
れ
、

  　

こ
の
た
び
副
理
事
長
を
拝
命

　

こ
の
た
び
副
理
事
長
を
拝
命

し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
自
己
紹
介
と
し

い
た
し
ま
す
。
自
己
紹
介
と
し

て
、
今
ま
で
の
同
窓
会
と
の
か

て
、
今
ま
で
の
同
窓
会
と
の
か

か
わ
り
・
こ
れ
か
ら
へ
の
思
い

か
わ
り
・
こ
れ
か
ら
へ
の
思
い

を
簡
単
に
お
話
し
し
ま
す
。

を
簡
単
に
お
話
し
し
ま
す
。

　

同
窓
会
理
事
に
は
、
２
０
１

　

同
窓
会
理
事
に
は
、
２
０
１

０
年
の
閉
校
イ
ベ
ン
ト
（
歌

０
年
の
閉
校
イ
ベ
ン
ト
（
歌

の
イ
ベ
ン
ト
）
に
参
加
し
た
直

の
イ
ベ
ン
ト
）
に
参
加
し
た
直

後
、
当
時
の
事
務
局
か
ら
ご
依
頼

後
、
当
時
の
事
務
局
か
ら
ご
依
頼

が
あ
り
、
引
き
受
け
ま
し
た
。

が
あ
り
、
引
き
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
、
し
ば
ら
く
疎

こ
れ
を
機
会
に
、
し
ば
ら
く
疎

フ
ル
の
生
徒
が
揃
っ
た
年
で

フ
ル
の
生
徒
が
揃
っ
た
年
で

あ
っ
た
。

あ
っ
た
。

　

当
時
、
東
京
都
で
は
中
高
一

　

当
時
、
東
京
都
で
は
中
高
一

貫
校
が
続
々
と
開
設
さ
れ
、
石

貫
校
が
続
々
と
開
設
さ
れ
、
石

原
都
政
下
に
お
い
て
、
桜
修
館

原
都
政
下
に
お
い
て
、
桜
修
館

は
都
大
附
の
後
継
校
で
は
な
い
、

は
都
大
附
の
後
継
校
で
は
な
い
、

新
た
な
方
針
の
元
に
設
立
さ
れ

新
た
な
方
針
の
元
に
設
立
さ
れ

た
学
校
で
あ
る
と
の
言
説
も
唱

た
学
校
で
あ
る
と
の
言
説
も
唱

え
ら
れ
た
。
同
窓
会
活
動
の
難

え
ら
れ
た
。
同
窓
会
活
動
の
難

し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
実
際
、

し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
実
際
、

中
高
一
貫
校
に
変
わ
り
、
そ
の

中
高
一
貫
校
に
変
わ
り
、
そ
の

前
身
の
高
校
の
同
窓
会
活
動
が

前
身
の
高
校
の
同
窓
会
活
動
が

停
止
状
態
に
な
っ
た
学
校
も
あ

停
止
状
態
に
な
っ
た
学
校
も
あ

る
と
聞
く
。
こ
の
難
局
に
宍
戸

る
と
聞
く
。
こ
の
難
局
に
宍
戸

さ
ん
は
、
同
窓
会
の
活
動
方
針

さ
ん
は
、
同
窓
会
の
活
動
方
針

を
明
確
に
さ
れ
た
。

を
明
確
に
さ
れ
た
。

　

す
な
わ
ち
、

　

す
な
わ
ち
、

①
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

①
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

②
旧
制
府
立
高
以
来
の
伝
統
を

②
旧
制
府
立
高
以
来
の
伝
統
を

受
け
継
ぎ
引
き
継
い
で
い
く

受
け
継
ぎ
引
き
継
い
で
い
く

③
桜
修
館
の
発
展
に
資
す
る

③
桜
修
館
の
発
展
に
資
す
る

　

こ
の
方
針
を
元
に
、
新
た
な

　

こ
の
方
針
を
元
に
、
新
た
な

事
業
を
開
始
さ
れ
た
。

事
業
を
開
始
さ
れ
た
。

一
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の

一
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の

開
催
開
催

一
、八
雲
が
丘
賞
の
創
設

一
、八
雲
が
丘
賞
の
創
設

　

前
者
は
卒
業

　

前
者
は
卒
業
5050
年
、
年
、
2525
年
、
年
、

1010
年
を
迎
え
る
同
窓
生
を
母
校

年
を
迎
え
る
同
窓
生
を
母
校

に
迎
え
る
行
事
で
、
と
て
も
好

に
迎
え
る
行
事
で
、
と
て
も
好

評
で
あ
る
。
運
営
に
携
わ
る
大

評
で
あ
る
。
運
営
に
携
わ
る
大

変
さ
も
同
窓
生
の
笑
顔
に
触
れ

変
さ
も
同
窓
生
の
笑
顔
に
触
れ

る
と
、
来
年
も
実
施
し
た
い
と

る
と
、
来
年
も
実
施
し
た
い
と

い
う
意
欲
が
湧
い
て
く
る
。

い
う
意
欲
が
湧
い
て
く
る
。

　

ま
た
後
者
は
、
桜
修
館
の
堅

　

ま
た
後
者
は
、
桜
修
館
の
堅

実
な
活
動
を
し
な
が
ら
も
、
日

実
な
活
動
を
し
な
が
ら
も
、
日

の
当
た
ら
な
い
部
活
動
を
表
彰

の
当
た
ら
な
い
部
活
動
を
表
彰

す
る
も
の
で
あ
り
、
生
徒
た
ち

す
る
も
の
で
あ
り
、
生
徒
た
ち

の
中
で
も
、
認
知
度
は
高
い
。

の
中
で
も
、
認
知
度
は
高
い
。

　

桜
修
館
の
１
期
生
か
ら
５
期

　

桜
修
館
の
１
期
生
か
ら
５
期

生
ま
で
は
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
に

生
ま
で
は
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
に

都
大
附
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ

都
大
附
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ

ん
が
一
緒
に
い
た
こ
と
も
あ
り
、

ん
が
一
緒
に
い
た
こ
と
も
あ
り
、

自
由
と
自
治
、
真
理
の
探
究
に

自
由
と
自
治
、
真
理
の
探
究
に

身
を
持
っ
て
接
し
、
現
在
の
在

身
を
持
っ
て
接
し
、
現
在
の
在

校
生
の
口
か
ら
こ
れ
ら
の
言
葉

校
生
の
口
か
ら
こ
れ
ら
の
言
葉

が
自
然
に
出
て
く
る
ほ
ど
し
っ

が
自
然
に
出
て
く
る
ほ
ど
し
っ

か
り
と
根
付
い
て
い
る
。

か
り
と
根
付
い
て
い
る
。

　

桜
修
館
の
三
大
行
事
で
あ
る

　

桜
修
館
の
三
大
行
事
で
あ
る

記
念
祭
、
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
、
合

記
念
祭
、
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
、
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
は
自
治
会
を
中

唱
コ
ン
ク
ー
ル
は
自
治
会
を
中

心
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

心
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
宍
戸
さ
ん
が
敷
か

　

今
後
と
も
宍
戸
さ
ん
が
敷
か

れ
た
レ
ー
ル
を
推
進
し
て
行
く

れ
た
レ
ー
ル
を
推
進
し
て
行
く

の
が
、
ま
ず
私
に
託
さ
れ
た
使

の
が
、
ま
ず
私
に
託
さ
れ
た
使

命
と
認
識
し
て
い
る
。

命
と
認
識
し
て
い
る
。

　

四
年
後
、
府
立
高
創
立
か
ら

　

四
年
後
、
府
立
高
創
立
か
ら

百
年
の
年
を
迎
え
る
。
同
窓
生

百
年
の
年
を
迎
え
る
。
同
窓
生

の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
支
援

の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
支
援

を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

INDEX

理
事
長
就
任
に
当
た
っ
て

  

同
窓
会
の
更
な
る
発
展
を

 

嶋
津
和
行
・
26
期

遠
に
な
っ
て
い
た
同
級
生
と
も

遠
に
な
っ
て
い
た
同
級
生
と
も

連
絡
を
取
る
よ
う
に
し
て
、
今

連
絡
を
取
る
よ
う
に
し
て
、
今

は
在
学
中
面
識
の
な
か
っ
た
方

は
在
学
中
面
識
の
な
か
っ
た
方

と
も
人
間
関
係
を
構
築
し
て
お

と
も
人
間
関
係
を
構
築
し
て
お

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

ま
た
、
名
簿
管
理
の
作
業
を

　

ま
た
、
名
簿
管
理
の
作
業
を

通
し
、
同
窓
会
理
事
の
先
輩
・

通
し
、
同
窓
会
理
事
の
先
輩
・

後
輩
の
皆
様
に
は
い
つ
も
支
え

後
輩
の
皆
様
に
は
い
つ
も
支
え

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
同
窓
会
報
・
ホ
ー

　

今
後
は
、
同
窓
会
報
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
の
情
報
発
信
・
管

ム
ペ
ー
ジ
等
の
情
報
発
信
・
管

理
に
お
い
て
、
年
長
世
代
・
若

理
に
お
い
て
、
年
長
世
代
・
若

年
世
代
の
両
方
に
受
け
入
れ
て

年
世
代
の
両
方
に
受
け
入
れ
て

頂
け
る
こ
と
も
課
題
で
す
。
最

頂
け
る
こ
と
も
課
題
で
す
。
最

善
の
策
を
探
っ
て
い
く
う
え
で
、

善
の
策
を
探
っ
て
い
く
う
え
で
、

皆
様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く

皆
様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
川
恵
子
・
35
期

副
理
事
長
就
任
ご
挨
拶

  

全
世
代
と
つ
な
が
り
た
い

役
員
改
選
で
は
、新
理
事
長
に
嶋
津
和
行
氏
、副

役
員
改
選
で
は
、新
理
事
長
に
嶋
津
和
行
氏
、副

理
事
長
に
石
川
恵
子
氏
な
ど
を
選
出
し
て
、新

理
事
長
に
石
川
恵
子
氏
な
ど
を
選
出
し
て
、新

執
行
部
が
発
足
し
ま
し
た
。

執
行
部
が
発
足
し
ま
し
た
。

（
総
会
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

１	 新理事長 ・ 副理事長就任あいさつ
	 	 26期　嶋津　和行
	 	 35期　石川　恵子
２    「ホームカミングデー特集」
３	 各世代のプレゼンも素晴らしく
	 	 24期　高崎　俊之
	 良く学びよく遊んだ６年間
	 	 桜修館３期 ・ 小泉祐也
４	 ホームカミングデーに寄せて
	 	 49期　有志一同
５	 創立百周年記念企画
	 	 八雲が丘の100年
６　第12回「八雲が丘賞」
	 	 吹奏楽部が受賞
７   「教育活動のさらなる充実を」
	 	 桜修館校長　信岡　新吾先生
８・９  第76回記念祭特集
　　　　　ポスター28枚出現
10・11・12　同期会・クラス会レポート
	 23期E組クラス会
	 28期同期会
	 16期G組クラス会
	 13期傘寿記念同期会
	 52期同期会
	 44期C組クラス会
	 19期同期会
13	 硬式テニス部の堀越君追悼会　
	 	 18期　久保田純司、園本雄司
	 事務局インフォメーション
14・15　事務局インフォメーション
	 同窓会定期総会報告　　
	 創立100周年記念事業・寄付募集
	 2025年度同窓会役員
	 2024年度事業 ・ 決算報告
16	 年会費納入のお願い、 訃報
	 同総会への連絡方法、 編集後記
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第
８
回
「
八
雲
が
丘
ホ
ー
ム

第
８
回
「
八
雲
が
丘
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
は
、
昨
年

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
は
、
昨
年
1111

月月
3030
日
の
土
曜
日
に
、
桜
修
館

日
の
土
曜
日
に
、
桜
修
館

多
目
的
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
か

多
目
的
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
か

れ
ま
し
た
。
今
回
は
卒
業
後

れ
ま
し
た
。
今
回
は
卒
業
後
5050

年
の
年
の
2424
期
生
と
卒
業
後

期
生
と
卒
業
後
2525
年
の
年
の

4949
期
生
と
卒
業
後

期
生
と
卒
業
後
1010
年
の
桜
修

年
の
桜
修

館
３
期
生
の
３
つ
の
期
が
対
象

館
３
期
生
の
３
つ
の
期
が
対
象

で
し
た
。

で
し
た
。

こ
の
日
、
秋
晴
れ
の
さ
わ
や

こ
の
日
、
秋
晴
れ
の
さ
わ
や

か
な
天
気
の
元
、
多
目
的
ホ
ー

か
な
天
気
の
元
、
多
目
的
ホ
ー

ル
の
「
歓
迎
式
典
」
に
参
加
し

ル
の
「
歓
迎
式
典
」
に
参
加
し

た
の
は
、

た
の
は
、
2424
期
生
期
生
5050
名
、
名
、
4949
期期

生生
2020
名
、
桜
修
館
３
期
生

名
、
桜
修
館
３
期
生
4646

名
で
卒
業
生
１
１
６
名
。
特

名
で
卒
業
生
１
１
６
名
。
特

に
、
桜
修
館
は
１
学
年
４
ク
ラ

に
、
桜
修
館
は
１
学
年
４
ク
ラ

ス
１
６
０
名
弱
の
卒
業
生
な
の

ス
１
６
０
名
弱
の
卒
業
生
な
の

で
、
非
常
に
高
い
出
席
率
で
し

で
、
非
常
に
高
い
出
席
率
で
し

た
。
た
。来

賓
と
し
て
ご
高
齢
に
関
わ

来
賓
と
し
て
ご
高
齢
に
関
わ

ら
ず
、

ら
ず
、
2424
期
担
任
の
恩
師
・
久

期
担
任
の
恩
師
・
久

野
猛
先
生
、
船
山
鎮
雄
先
生
が

野
猛
先
生
、
船
山
鎮
雄
先
生
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大

変
う
れ
し
い
こ
と
に
一
昨
年
の

変
う
れ
し
い
こ
と
に
一
昨
年
の

第
７
回
八
雲
が
丘
ホ
ー
ム
カ
ミ

第
７
回
八
雲
が
丘
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
に
参
加
し
た

ン
グ
デ
ー
に
参
加
し
た
4848
期
生
期
生

が
多
数
、
事
務
局
と
し
て
参
加

が
多
数
、
事
務
局
と
し
て
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。

し
て
く
れ
ま
し
た
。

第８回「八雲が丘ホームカミングデー」　なごやかに盛大に

第
８
回「
八
雲
が
丘
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」

　
秋
晴
れ
の
も
と
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た

同
窓
会
理
事
長
、
桜
修
館
副

同
窓
会
理
事
長
、
桜
修
館
副

校
長
、
桜
修
館
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の

校
長
、
桜
修
館
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
校
歌

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
校
歌

斉
唱
。
桜
修
館
の
卒
業
生
か
ら

斉
唱
。
桜
修
館
の
卒
業
生
か
ら

「
ど
っ
ち
の
学
校
の
校
歌
を
歌

「
ど
っ
ち
の
学
校
の
校
歌
を
歌

う
の
？
」
と
い
う
声
が
さ
さ
や

う
の
？
」
と
い
う
声
が
さ
さ
や

か
れ
、
周
り
か
ら
「
一
緒
、
一

か
れ
、
周
り
か
ら
「
一
緒
、
一

緒
」
と
の
声
も
。

緒
」
と
の
声
も
。

そ
し
て
、
恒
例
の
各
学
年
が

そ
し
て
、
恒
例
の
各
学
年
が

趣
向
を
凝
ら
し
た
プ
レ
ゼ
ン

趣
向
を
凝
ら
し
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
。

テ
ー
シ
ョ
ン
。
2424
期
生
は
ス
ラ

期
生
は
ス
ラ

イ
ド
を
駆
使
し
て
熱
弁
を
ふ
る

イ
ド
を
駆
使
し
て
熱
弁
を
ふ
る

い
ま
す
。
写
真
が
白
黒
な
の
に

い
ま
す
。
写
真
が
白
黒
な
の
に

時
代
を
感
じ
ま
し
た
。

時
代
を
感
じ
ま
し
た
。
4949
期
生
期
生

と
桜
修
館
３
期
生
は
ビ
デ
オ
で

と
桜
修
館
３
期
生
は
ビ
デ
オ
で

在
校
時
代
の
思
い
出
の
数
々
を

在
校
時
代
の
思
い
出
の
数
々
を

振
り
返
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
の

振
り
返
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
の

作
品
も
秀
逸
の
出
来
栄
え
、
映

作
品
も
秀
逸
の
出
来
栄
え
、
映

像
の
笑
顔
と
そ
れ
を
見
る
参
加

像
の
笑
顔
と
そ
れ
を
見
る
参
加

者
の
笑
顔
が
重
な
り
、
溶
け
合

者
の
笑
顔
が
重
な
り
、
溶
け
合

う
よ
う
で
す
。
バ
ッ
ク
に
は
当

う
よ
う
で
す
。
バ
ッ
ク
に
は
当

時
流
行
っ
た
旋
律
が
流
れ
、
一

時
流
行
っ
た
旋
律
が
流
れ
、
一

層
懐
か
し
い
気
持
ち
を
掻
き
立

層
懐
か
し
い
気
持
ち
を
掻
き
立

て
ま
し
た
。

て
ま
し
た
。

学
生
歌
を
斉
唱
。
実
は
開
催

学
生
歌
を
斉
唱
。
実
は
開
催

に
当
た
り
、
各
学
年
の
幹
事

に
当
た
り
、
各
学
年
の
幹
事

の
方
々
と
会
議
を
重
ね
る
中
、

の
方
々
と
会
議
を
重
ね
る
中
、

「
自
分
ら
の
学
年
は
学
生
歌
を

「
自
分
ら
の
学
年
は
学
生
歌
を

知
ら
な
い
。
学
生
歌
を
カ
ッ
ト

知
ら
な
い
。
学
生
歌
を
カ
ッ
ト

し
た
い
」
と
提
案
が
あ
り
ま
し

し
た
い
」
と
提
案
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
の
杞

た
が
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
の
杞

憂
、
高
唱
す
る
卒
業
生
の
姿
が

憂
、
高
唱
す
る
卒
業
生
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

あ
り
ま
し
た
。

全
体
の
「
歓
迎
式
典
」
の
後

全
体
の
「
歓
迎
式
典
」
の
後

は
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行

は
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行

内
見
学
。
今
回
も
桜
修
館
の
先

内
見
学
。
今
回
も
桜
修
館
の
先

生
に
案
内
役
を
務
め
て
い
た
だ

生
に
案
内
役
を
務
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
協
力
を
感
謝
し

き
ま
し
た
。
ご
協
力
を
感
謝
し

ま
す
。

ま
す
。

今
年
の
第
９
回
八
雲
が
丘
ホ
ー

今
年
の
第
９
回
八
雲
が
丘
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
1010
月月
2626
日日

（
日
）に
開
催
予
定
で
す
。対
象

（
日
）に
開
催
予
定
で
す
。対
象

の
第
の
第
2525
期
、第

期
、第
5050
期
、桜
修
館

期
、桜
修
館

第
４
期
の
皆
さ
ん
に
は
、個
別

第
４
期
の
皆
さ
ん
に
は
、個
別

に
連
絡
を
さ
し
上
げ
ま
す
。

に
連
絡
を
さ
し
上
げ
ま
す
。
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令
和
６
年
秋
の
終
わ
り
に
し

令
和
６
年
秋
の
終
わ
り
に
し

て
は
暖
か
い
日
、

て
は
暖
か
い
日
、
5050
年
前
に
思
い

年
前
に
思
い

を
は
せ
な
が
ら
、
都
立
大
学
駅
か

を
は
せ
な
が
ら
、
都
立
大
学
駅
か

ら
か
つ
て
通
い
な
れ
た
坂
道
を

ら
か
つ
て
通
い
な
れ
た
坂
道
を

同
窓
会
会
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

同
窓
会
会
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

　
　
　
　

◇◇

親
の
期
待
を
受
け
入
学
し
た

親
の
期
待
を
受
け
入
学
し
た

母
校
は
、
立
て
看
板
に
囲
ま
れ

母
校
は
、
立
て
看
板
に
囲
ま
れ

た
大
学
の
正
門
を
抜
け
た
先
に

た
大
学
の
正
門
を
抜
け
た
先
に

あ
っ
た
。
一
年
生
の
教
室
は
解

あ
っ
た
。
一
年
生
の
教
室
は
解

体
寸
前
の
旧
校
舎
に
あ
り
、
新

体
寸
前
の
旧
校
舎
に
あ
り
、
新

校
舎
に
移
れ
た
時
は
嬉
し
か
っ

校
舎
に
移
れ
た
時
は
嬉
し
か
っ

た
。
大
学
と
同
じ
敷
地
内
に

た
。
大
学
と
同
じ
敷
地
内
に

あ
っ
た
こ
と
、
私
服
登
校
が
許

あ
っ
た
こ
と
、
私
服
登
校
が
許

さ
れ
て
い
た
こ
と
、
喫
茶
店
、

さ
れ
て
い
た
こ
と
、
喫
茶
店
、

麻
雀
荘
、
パ
チ
ン
コ
店
、
雀
球

麻
雀
荘
、
パ
チ
ン
コ
店
、
雀
球

な
ど
遊
興
環
境
が
整
っ
て
い

な
ど
遊
興
環
境
が
整
っ
て
い

た
こ
と
、
定
期
試
験
が
行
な

た
こ
と
、
定
期
試
験
が
行
な

わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
重

わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
重

な
り
、
か
な
り
自
由
に
気
儘
に

な
り
、
か
な
り
自
由
に
気
儘
に

無
秩
序
に
学
園
生
活
を
過
ご
し

無
秩
序
に
学
園
生
活
を
過
ご
し

て
い
た
。
し
か
し
、
自
由
と
い

て
い
た
。
し
か
し
、
自
由
と
い

う
の
は
結
構
し
ん
ど
い
も
の

う
の
は
結
構
し
ん
ど
い
も
の

で
、
何
か
ら
何
ま
で
自
分
で
決

で
、
何
か
ら
何
ま
で
自
分
で
決

め
て
、
自
分
で
責
任
を
取
ら
な

め
て
、
自
分
で
責
任
を
取
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
度
も
挫

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
度
も
挫

折
し
そ
う
に
な
っ
た
時
、
ギ

折
し
そ
う
に
な
っ
た
時
、
ギ

タ
ー
を
か
き
鳴
ら
し
て
、
歌
を

タ
ー
を
か
き
鳴
ら
し
て
、
歌
を

唄
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
人

唄
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
人

が
い
た
。
奇
し
く
も
、
そ
の
彼

が
い
た
。
奇
し
く
も
、
そ
の
彼

が
逝
っ
た
年
に
都
附
高
も
な
く

が
逝
っ
た
年
に
都
附
高
も
な
く

な
っ
た
。

な
っ
た
。

　
　
　
　

　
　
　
　

◇◇

平
成
平
成
2727
年年
1010
月月
1717
日日

に
大
学
跡
地
に
で
き
た

に
大
学
跡
地
に
で
き
た

パ
ー
シ
モ
ン
ホ
ー
ル
側
の

パ
ー
シ
モ
ン
ホ
ー
ル
側
の

y
a
k
u
m
o
1
1
1

y
a
k
u
m
o
1
1
1
で
、
で
、

還
暦
記
念
の

還
暦
記
念
の
2424
期
同
窓
会
が
、

期
同
窓
会
が
、

Ａ
組
佐
野
章
氏
の
声
掛
け
で

Ａ
組
佐
野
章
氏
の
声
掛
け
で
9090

名
ほ
ど
集
ま
り
ま
し
た
。
当

名
ほ
ど
集
ま
り
ま
し
た
。
当

時
、
ひ
と
ク
ラ
ス

時
、
ひ
と
ク
ラ
ス
5050
名
ほ
ど

名
ほ
ど

で
、
Ａ
か
ら
Ｆ
ま
で
６
ク
ラ
ス

で
、
Ａ
か
ら
Ｆ
ま
で
６
ク
ラ
ス

あ
っ
た
の
で
、
卒
業
後

あ
っ
た
の
で
、
卒
業
後
4040
年年

経
っ
て
も
三
分
の
一
近
く
が

経
っ
て
も
三
分
の
一
近
く
が

揃
っ
た
の
は
、
す
ご
い
こ
と

揃
っ
た
の
は
、
す
ご
い
こ
と

だ
っ
た
と
今
で
も
思
い
ま
す
。

だ
っ
た
と
今
で
も
思
い
ま
す
。

同
じ
ク
ラ
ス
は
勿
論
、
他
の
ク

同
じ
ク
ラ
ス
は
勿
論
、
他
の
ク

ラ
ス
の
懐
か
し
く
も
、
余
り
の

ラ
ス
の
懐
か
し
く
も
、
余
り
の

変
貌
に
驚
い
た
も
の
で
す
。

変
貌
に
驚
い
た
も
の
で
す
。

そ
れ
な
の
で
、
三
世
代
交
流

そ
れ
な
の
で
、
三
世
代
交
流

の
同
窓
会
と
い
う
も
の
に
、
疑

の
同
窓
会
と
い
う
も
の
に
、
疑

問
と
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た

問
と
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た

が
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
事

が
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
事

    

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」

は
、
高
校
卒
業
後
の
節
目
に
母

は
、
高
校
卒
業
後
の
節
目
に
母

校
を
訪
問
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ

校
を
訪
問
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。
今
回
、
都
大
附
の
皆
様
と

る
。
今
回
、
都
大
附
の
皆
様
と

の
合
同
開
催
と
い
う
形
で
、
私

の
合
同
開
催
と
い
う
形
で
、
私

た
ち
桜
修
館
３
期
生
も
、
卒
業

た
ち
桜
修
館
３
期
生
も
、
卒
業

1010
年
の
節
目
に
お
声
が
け
い
た

年
の
節
目
に
お
声
が
け
い
た

だ
い
た
。

だ
い
た
。

桜
が
満
開
に
咲
い
た
あ
の
卒

桜
が
満
開
に
咲
い
た
あ
の
卒

務
局
の
継
承
さ
れ
て
き
た
ノ
ウ

務
局
の
継
承
さ
れ
て
き
た
ノ
ウ

ハ
ウ
や
、
独
自
の
斬
新
な
ア
イ

ハ
ウ
や
、
独
自
の
斬
新
な
ア
イ

デ
ア
を
活
か
し
た
企
画
、
綿
密

デ
ア
を
活
か
し
た
企
画
、
綿
密

な
打
ち
合
わ
せ
の
成
果
で
、
総

な
打
ち
合
わ
せ
の
成
果
で
、
総

勢
１
２
０
名
強
の
卒
業
生
が
会

勢
１
２
０
名
強
の
卒
業
生
が
会

し
ま
し
た
。
久
野
先
生
、
船
山

し
ま
し
た
。
久
野
先
生
、
船
山

先
生
の
ご
出
席
も
い
た
だ
け
、

先
生
の
ご
出
席
も
い
た
だ
け
、

都
大
附

都
大
附
2424
期
、
期
、
4949
期
、
桜
修
館

期
、
桜
修
館

３
期
の
各
世
代
の
プ
レ
ゼ
ン
も

３
期
の
各
世
代
の
プ
レ
ゼ
ン
も

素
晴
ら
し
い
演
出
で
し
た
。

素
晴
ら
し
い
演
出
で
し
た
。

願
わ
く
ば
都
大
附

願
わ
く
ば
都
大
附
4949
期
、
桜

期
、
桜

修
館
３
期
の
皆
さ
ん
が
、
卒
業

修
館
３
期
の
皆
さ
ん
が
、
卒
業

後後
5050
年
の
式
典
に
元
気
で
参
加

年
の
式
典
に
元
気
で
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
回
、

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
回
、

運
営
に
携
わ
れ
た
関
係
者
の
皆

運
営
に
携
わ
れ
た
関
係
者
の
皆

様
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

様
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。
そ
し
て
、
有
難
う
ご
ざ
い

た
。
そ
し
て
、
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

各
世
代
の
プ
レ
ゼ
ン
も

素
晴
ら
し
く

高
崎
俊
之
・
24
期

良
く
学
び
、本
当
に
よ
く
遊
ん
だ

６
年
間

小
泉
祐
也
・
桜
修
館
３
期

業
式
か
ら
、
す
で
に

業
式
か
ら
、
す
で
に
1010
年
が
年
が

経
っ
て
い
る
こ
と
に
、
最
初
は

経
っ
て
い
る
こ
と
に
、
最
初
は

あ
ま
り
実
感
が
湧
か
な
か
っ

あ
ま
り
実
感
が
湧
か
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
当
日
久
し
ぶ
り

た
。
し
か
し
、
当
日
久
し
ぶ
り

に
集
ま
っ
た
友
人
た
ち
の
社
会

に
集
ま
っ
た
友
人
た
ち
の
社
会

で
の
活
躍
ぶ
り
や
、
マ
マ
・
パ

で
の
活
躍
ぶ
り
や
、
マ
マ
・
パ

パ
と
し
て
子
ど
も
を
連
れ
て

パ
と
し
て
子
ど
も
を
連
れ
て

き
て
い
る
姿
を
目
の
当
た
り
に

き
て
い
る
姿
を
目
の
当
た
り
に

し
、
月
日
の
流
れ
を
し
み
じ
み

し
、
月
日
の
流
れ
を
し
み
じ
み

と
感
じ
た
。

と
感
じ
た
。

式
典
で
は
、
思
い
出
ム
ー

式
典
で
は
、
思
い
出
ム
ー

ビ
ー
で
会
場
が
大
い
に
盛
り
上

ビ
ー
で
会
場
が
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
校
歌
斉
唱
で
は
、

が
り
、
校
歌
斉
唱
で
は
、
1010
年年

と
い
う
時
の
隔
た
り
を
感
じ
さ

と
い
う
時
の
隔
た
り
を
感
じ
さ

せ
な
い
一
体
感
が
生
ま
れ
た
。

せ
な
い
一
体
感
が
生
ま
れ
た
。

そ
の
後
は
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分

そ
の
後
は
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
懐
か
し
の
校
舎
ツ
ア
ー

か
れ
て
懐
か
し
の
校
舎
ツ
ア
ー

が
行
わ
れ
、
教
室
の
机
に
座
っ

が
行
わ
れ
、
教
室
の
机
に
座
っ

た
り
、
お
弁
当
を
食
べ
た
ベ
ラ

た
り
、
お
弁
当
を
食
べ
た
ベ
ラ

ン
ダ
に
出
た
り
と
、
ま
る
で
タ

ン
ダ
に
出
た
り
と
、
ま
る
で
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
感

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
感

覚
を
味
わ
っ
た
。
途
中
、
部
活

覚
を
味
わ
っ
た
。
途
中
、
部
活

動
で
登
校
し
て
い
た
後
輩
た
ち

動
で
登
校
し
て
い
た
後
輩
た
ち

と
話
す
機
会
が
あ
り
、
現
在
は

と
話
す
機
会
が
あ
り
、
現
在
は

1717
期
生
が
在
籍
し
て
い
る
と
聞

期
生
が
在
籍
し
て
い
る
と
聞

き
、
現
実
に
引
き
戻
さ
れ
る
思

き
、
現
実
に
引
き
戻
さ
れ
る
思

い
が
し
た
。

い
が
し
た
。

私
た
ち
３
期
生
に
つ
い
て
少

私
た
ち
３
期
生
に
つ
い
て
少

し
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く

し
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
、「
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
び
」

と
、「
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
び
」

の
精
神
を
、
都
大
附
の
先
輩
方

の
精
神
を
、
都
大
附
の
先
輩
方

に
負
け
な
い
ほ
ど
全
力
で
体
現

に
負
け
な
い
ほ
ど
全
力
で
体
現

し
た
期
だ
っ
た
と
思
う
。
体
育

し
た
期
だ
っ
た
と
思
う
。
体
育

祭
や
記
念
祭
、
自
治
会
と
い
っ

祭
や
記
念
祭
、
自
治
会
と
い
っ

た
都
大
附
時
代
か
ら
続
く
伝
統

た
都
大
附
時
代
か
ら
続
く
伝
統

行
事
に
、
中
学
１
年
生
の
頃
か

行
事
に
、
中
学
１
年
生
の
頃
か

ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
も
あ
り
、「
自
由
と
自
治
」

と
も
あ
り
、「
自
由
と
自
治
」

の
精
神
、
そ
し
て
行
事
を
自
分

の
精
神
、
そ
し
て
行
事
を
自
分

た
ち
で
作
り
上
げ
、
全
力
で
楽

た
ち
で
作
り
上
げ
、
全
力
で
楽

し
む
姿
勢
に
触
れ
、
先
輩
方
の

し
む
姿
勢
に
触
れ
、
先
輩
方
の

背
中
に
強
く
憧
れ
た
か
ら
だ
と

背
中
に
強
く
憧
れ
た
か
ら
だ
と

思
う
。

思
う
。

今
回
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

今
回
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
は
、
都
大
附

デ
ー
は
、
都
大
附
2424
期
・
期
・
4949
期期

の
皆
様
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た

の
皆
様
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
改
め
て
、
私
た
ち
桜

だ
い
た
。
改
め
て
、
私
た
ち
桜

修
館
を
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く

修
館
を
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く

だ
さ
っ
た
都
大
附
の
皆
様
、
そ

だ
さ
っ
た
都
大
附
の
皆
様
、
そ

し
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・

し
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・

運
営
し
て
く
だ
さ
っ
た
幹
事
の

運
営
し
て
く
だ
さ
っ
た
幹
事
の

皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

げ
た
い
。
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卒
業
か
ら
四
半
世
紀
！
顔
わ

　

卒
業
か
ら
四
半
世
紀
！
顔
わ

か
る
？
心
配
を
よ
そ
に
一
目
で

か
る
？
心
配
を
よ
そ
に
一
目
で

懐
旧
。瀬
戸
さ
ん
作
成

懐
旧
。瀬
戸
さ
ん
作
成
4949
期
ム
ー

期
ム
ー

ビ
ー
は
当
時
を
思
い
出
し
て
感

ビ
ー
は
当
時
を
思
い
出
し
て
感

動
！
校
内
巡
り
で
は
面
影
残
る

動
！
校
内
巡
り
で
は
面
影
残
る

校
舎
に
話
が
弾
ん
だ
。森
慎
一
郎

校
舎
に
話
が
弾
ん
だ
。森
慎
一
郎

先
生（
二
次
会
に
参
加
）に
も
お

先
生（
二
次
会
に
参
加
）に
も
お

会
い
で
き
心
温
ま
る
会
だ
っ
た
。

会
い
で
き
心
温
ま
る
会
だ
っ
た
。

（（
DD
組
・
み
さ
お
）

組
・
み
さ
お
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

◇◇

旧
友
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご

旧
友
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
娘
も
、
こ
の
春
か
ら

し
ま
し
た
。
娘
も
、
こ
の
春
か
ら

晴
れ
て
桜
修
館
生
に
。
い
つ
の

晴
れ
て
桜
修
館
生
に
。
い
つ
の

日
か
、
親
子
で
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

日
か
、
親
子
で
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
に
参
加
出
来
る
日
が
来

グ
デ
ー
に
参
加
出
来
る
日
が
来

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
FF

組
・
組
・
c
h
a

c
h
a
））

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

◇◇

2525
年
ぶ
り
の
再
会
。
見
た
目

年
ぶ
り
の
再
会
。
見
た
目

は
変
わ
っ
て
も
中
身
は
そ
の
ま

は
変
わ
っ
て
も
中
身
は
そ
の
ま

ん
ま
？
笑
っ
て
語
れ
る
関
係
っ

ん
ま
？
笑
っ
て
語
れ
る
関
係
っ

て
い
い
な
、
と
し
み
じ
み
思
え

て
い
い
な
、
と
し
み
じ
み
思
え

る
時
間
で
し
た
。（

る
時
間
で
し
た
。（
DD
組
・
組
・
MM
・・
MM
））

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

◇◇

会
え
る
＋
連
絡
と
る
き
っ
か

会
え
る
＋
連
絡
と
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
で
、
参
加
し
て

け
に
な
っ
た
の
で
、
参
加
し
て

良
か
っ
た
で
す
。（

良
か
っ
た
で
す
。（
AA
組
・
片
倉
）

組
・
片
倉
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

◇◇

全
然
変
わ
っ
て
い
な
い
人
か

全
然
変
わ
っ
て
い
な
い
人
か

ら
、
面
影
す
ら
な
い
人
ま
で
色
々

ら
、
面
影
す
ら
な
い
人
ま
で
色
々

で
楽
し
か
っ
た
で
す
。（

で
楽
し
か
っ
た
で
す
。（
EE
組
・
組
・

HH    
    ・・

SS
））

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

◇◇

お
知
ら
せ
が
来
た
時
は
正
直

お
知
ら
せ
が
来
た
時
は
正
直

行
こ
う
か
迷
い
ま
し
た
が
、
こ

行
こ
う
か
迷
い
ま
し
た
が
、
こ

の
日
か
ら
ま
た
交
流
が
始
ま
り

の
日
か
ら
ま
た
交
流
が
始
ま
り

高
校
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
な
気

高
校
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
な
気

持
ち
に
も
な
れ
、
本
当
に
出
席

持
ち
に
も
な
れ
、
本
当
に
出
席

出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。（

出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。（
FF
組
・
組
・

な
つ
き
）

な
つ
き
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

◇◇

高
校
高
校
33
年
間
が
と
て
も
楽
し

年
間
が
と
て
も
楽
し

い
時
間
だ
っ
た
な
ぁ
と
改
め
て

い
時
間
だ
っ
た
な
ぁ
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
！（

感
じ
ま
し
た
！（
FF
組
・
み
さ
こ
）

組
・
み
さ
こ
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

◇◇

初
め
て
話
す
人
も
た
く
さ
ん
い

初
め
て
話
す
人
も
た
く
さ
ん
い

た
の
に
と
て
も
楽
し
く
過
ご
す
こ

た
の
に
と
て
も
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
出
来
て
、
こ
の
企
画
に
感
謝

と
が
出
来
て
、
こ
の
企
画
に
感
謝

し
て
ま
す
。（

し
て
ま
す
。（
DD
組
・
あ
や
こ
）

組
・
あ
や
こ
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

◇◇

2525
年
ぶ
り
の
再
会
。
思
い
出

年
ぶ
り
の
再
会
。
思
い
出

の
視
点
が
み
ん
な
違
っ
て
驚
い

の
視
点
が
み
ん
な
違
っ
て
驚
い

た
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
視
点
で

た
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
視
点
で

あ
の
３
年
間
が
あ
る
。
私
の
視

あ
の
３
年
間
が
あ
る
。
私
の
視

点
で
は
こ
う
だ
。
体
育
館
の
ハ

点
で
は
こ
う
だ
。
体
育
館
の
ハ

ト
を
追
い
払
お
う
と
し
て
放
た

ト
を
追
い
払
お
う
と
し
て
放
た

れ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
今
日
も

れ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
今
日
も

天
井
の
欄
干
に
挟
ま
っ
て
い
る
。

天
井
の
欄
干
に
挟
ま
っ
て
い
る
。

記
念
祭
の
後
夜
祭
で
は
投
票
一

記
念
祭
の
後
夜
祭
で
は
投
票
一

位
の
バ
ン
ド
が
夕
日
の
中
で
演

位
の
バ
ン
ド
が
夕
日
の
中
で
演

奏
し
て
い
る
。
夜
に
な
れ
ば
花

奏
し
て
い
る
。
夜
に
な
れ
ば
花

火
師
の
広
瀬
先
生
が
花
火
を
上

火
師
の
広
瀬
先
生
が
花
火
を
上

げ
る
。
山
岳
部
の

げ
る
。
山
岳
部
の
TT
く
ん
は
今

く
ん
は
今

日
も
校
内
放
送
で
職
員
室
に
呼

日
も
校
内
放
送
で
職
員
室
に
呼

ば
れ
て
い
る
。
沼
津
で
は
揺
れ

ば
れ
て
い
る
。
沼
津
で
は
揺
れ

る
バ
ス
の
中
で
白
地
図
に
赤
い

る
バ
ス
の
中
で
白
地
図
に
赤
い

線
を
引
か
さ
れ
、
活
断
層
を
見

線
を
引
か
さ
れ
、
活
断
層
を
見

つ
け
た
ヤ
マ
ケ
ン
が
は
し
ゃ
い

つ
け
た
ヤ
マ
ケ
ン
が
は
し
ゃ
い

で
い
る
。
自
治
会
と
教
員
の
会

で
い
る
。
自
治
会
と
教
員
の
会

議
『
連
絡
協
議
会
』
で
は
『
火

議
『
連
絡
協
議
会
』
で
は
『
火

事
に
な
る
く
ら
い
だ
っ
た
ら
思

事
に
な
る
く
ら
い
だ
っ
た
ら
思

い
切
っ
て
校
内
に
灰
皿
を
設
置

い
切
っ
て
校
内
に
灰
皿
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
！
』
と
自
治
会
長

し
ま
し
ょ
う
！
』
と
自
治
会
長

が
提
案
し
て
気
絶
す
る
ほ
ど
怒

が
提
案
し
て
気
絶
す
る
ほ
ど
怒

ら
れ
て
い
る
。
後
夜
祭
に
フ
ォ
ー

ら
れ
て
い
る
。
後
夜
祭
に
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
を
復
活
さ
せ
よ
う
と

ク
ダ
ン
ス
を
復
活
さ
せ
よ
う
と

昼
休
み
に
全
校
生
徒
を
集
め
て

昼
休
み
に
全
校
生
徒
を
集
め
て

『
手
を
繋
い
で
く
だ
さ
ー
い
！
』

『
手
を
繋
い
で
く
だ
さ
ー
い
！
』

と
拡
声
器
で
叫
ん
で
踊
ら
せ
て

と
拡
声
器
で
叫
ん
で
踊
ら
せ
て

い
る
私
が
い
る
。

い
る
私
が
い
る
。

昨
日
ま
で
私
た
ち
は
高
校
生

昨
日
ま
で
私
た
ち
は
高
校
生

で
、
森
先
生
の
海
外
話
も
、
世

で
、
森
先
生
の
海
外
話
も
、
世

界
史
の
テ
ス
ト
予
告
会
も
、
全

界
史
の
テ
ス
ト
予
告
会
も
、
全

部
が
す
ぐ
そ
ば
に
あ
っ
た
気
が

部
が
す
ぐ
そ
ば
に
あ
っ
た
気
が

す
る
の
に
、
思
え
ば
ず
い
ぶ
ん

す
る
の
に
、
思
え
ば
ず
い
ぶ
ん

遠
く
ま
で
き
た
。
人
生
は
思
っ

遠
く
ま
で
き
た
。
人
生
は
思
っ

た
よ
り
短
く
て
、
足
早
で
、
だ

た
よ
り
短
く
て
、
足
早
で
、
だ

か
ら
、
会
い
た
い
人
に
は
す
ぐ

か
ら
、
会
い
た
い
人
に
は
す
ぐ

に
会
っ
た
ほ
う
が
い
い
。
そ
う

に
会
っ
た
ほ
う
が
い
い
。
そ
う

思
え
た

思
え
た
11
日
で
し
た
。　
（
幹
事

日
で
し
た
。　
（
幹
事

代
行
代
行
:
C
:
C
組組
//
瀬
戸
）

瀬
戸
）

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に

寄
せ
て

49
期

有
志
一
同

八
雲
が
丘
の

八
雲
が
丘
の
３３
校
・
略
年
表

校
・
略
年
表

１
９
２
９（
昭
和
４
）年

１
９
２
９（
昭
和
４
）年		

７
年
制
の「
府
立
高
等
学
校
」開
校
。
尋
常
科（

７
年
制
の「
府
立
高
等
学
校
」開
校
。
尋
常
科（  

中
学
）

中
学
）

		

４
年
・

４
年
・
8080
名
、
高
等
科
３
年
・
１
６
０
名
で
発
足
。

名
、
高
等
科
３
年
・
１
６
０
名
で
発
足
。

１
９
３
２（
昭
和
７
年
）

１
９
３
２（
昭
和
７
年
）		

八
雲
が
丘
の
新
校
舎
完
成
、
移
転

八
雲
が
丘
の
新
校
舎
完
成
、
移
転

１
９
３
５（
昭
和

１
９
３
５（
昭
和
1010
）年）年		

校
歌「
嗚
呼
西
山
の
」制
定

校
歌「
嗚
呼
西
山
の
」制
定

１
９
４
２（
昭
和

１
９
４
２（
昭
和
1717
）年）年		

戦
時
、
半
年
短
縮
９
月
卒
業

戦
時
、
半
年
短
縮
９
月
卒
業

１
９
４
３（
昭
和

１
９
４
３（
昭
和
1818
）年）年		

学
徒
出
陣
、
勤
労
動
員
、
南
寮
・
北
寮
開
設

学
徒
出
陣
、
勤
労
動
員
、
南
寮
・
北
寮
開
設

		

戦
中
最
後
の
記
念
祭
。
校
名「
都
立
高
等
学
校
」に

戦
中
最
後
の
記
念
祭
。
校
名「
都
立
高
等
学
校
」に

１
９
４
５（
昭
和

１
９
４
５（
昭
和
2020
）年）年		

敗
戦
、　

グ
ラ
ン
ド
は
畑
に

敗
戦
、　

グ
ラ
ン
ド
は
畑
に

１
９
４
８（
昭
和

１
９
４
８（
昭
和
2323
）年）年		

尋
常
科
が
都
立
新
制
高
校
と
な
る
。
校
旗
、
校
歌
、

尋
常
科
が
都
立
新
制
高
校
と
な
る
。
校
旗
、
校
歌
、

		

校
章
は
新
制
高
校
が
継
承

校
章
は
新
制
高
校
が
継
承

１
９
４
９（
昭
和

１
９
４
９（
昭
和
2424
）年）年		

高
等
科
が「
東
京
都
立
大
学
」に
。
都
立
新
制
高
校
は

高
等
科
が「
東
京
都
立
大
学
」に
。
都
立
新
制
高
校
は

		

「
東
京
都
立
大
学
附
属
高
等
学
校
」と
な
り
、

「
東
京
都
立
大
学
附
属
高
等
学
校
」と
な
り
、

		

女
子
女
子
2020
名
募
集
、
男
女
共
学
と
な
る

名
募
集
、
男
女
共
学
と
な
る

１
９
５
０（
昭
和

１
９
５
０（
昭
和
2525
）年）年		

旧
制「
都
立
高
等
学
校
」閉
校
。

旧
制「
都
立
高
等
学
校
」閉
校
。

１
９
５
１（
昭
和

１
９
５
１（
昭
和
2626
）年）年		

都
立
大
学
附
属
高
等
学
校
第
１
回
卒
業
式

都
立
大
学
附
属
高
等
学
校
第
１
回
卒
業
式

１
９
５
２（
昭
和

１
９
５
２（
昭
和
2727
）年）年		

１
学
年
３
学
級
、
定
員
１
５
０
名

１
学
年
３
学
級
、
定
員
１
５
０
名

１
９
６
４（
昭
和

１
９
６
４（
昭
和
3939
）年）年		

１
学
年
６
学
級（
男
子
２
０
０
名
、
女
子
１
０
０
名
）

１
学
年
６
学
級（
男
子
２
０
０
名
、
女
子
１
０
０
名
）

１
９
６
７（
昭
和

１
９
６
７（
昭
和
4242
）年）年		

学
校
群
制
度
実
施
、
広
尾
・
目
黒
と
共
に

学
校
群
制
度
実
施
、
広
尾
・
目
黒
と
共
に
2323
群群

１
９
６
９（
昭
和

１
９
６
９（
昭
和
4444
）年）年		

第
一
次
学
園
紛
争
。
第

第
一
次
学
園
紛
争
。
第
1919
回
卒
業
式
中
止
。

回
卒
業
式
中
止
。

		

以
後
８
年
間
卒
業
式
は
お
こ
な
わ
れ
ず

以
後
８
年
間
卒
業
式
は
お
こ
な
わ
れ
ず

１
９
７
４（
昭
和

１
９
７
４（
昭
和
4949
）年）年		

定
員
男
女
同
数（
男
子
女
子
と
も
１
３
５
名
）に

定
員
男
女
同
数（
男
子
女
子
と
も
１
３
５
名
）に

１
９
８
２（
昭
和

１
９
８
２（
昭
和
5757
）年）年		

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
合
同
選
抜
方
式
の
入
試
に

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
合
同
選
抜
方
式
の
入
試
に

１
９
９
１（
平
成
３
）年

１
９
９
１（
平
成
３
）年		

都
立
大
学
、
八
王
子
南
大
沢
に
移
転

都
立
大
学
、
八
王
子
南
大
沢
に
移
転

２
０
０
５（
平
成

２
０
０
５（
平
成
1717
）年）年		

都
立
大
学
を
中
核
に「
首
都
大
学
東
京
」発
足

都
立
大
学
を
中
核
に「
首
都
大
学
東
京
」発
足

２
０
０
６（
平
成

２
０
０
６（
平
成
1818
）年）年		

「
東
京
都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校
」開
校
、

「
東
京
都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校
」開
校
、

		

１
学
年
４
学
級
定
員
１
６
０
名
。

１
学
年
４
学
級
定
員
１
６
０
名
。

２
０
１
１（
平
成

２
０
１
１（
平
成
2323
）年）年		

「
東
京
都
立
大
学
附
属
高
等
学
校
」閉
校
、

「
東
京
都
立
大
学
附
属
高
等
学
校
」閉
校
、
6161
期
生
が

期
生
が

		

卒
業
。
校
旗
、
校
歌
、
校
章
は
桜
修
館
が
継
承

卒
業
。
校
旗
、
校
歌
、
校
章
は
桜
修
館
が
継
承

２
０
１
２（
平
成

２
０
１
２（
平
成
2424
）年）年		

桜
修
館
第
１
回
卒
業
式
、
１
期
生
１
５
０
名
卒
業

桜
修
館
第
１
回
卒
業
式
、
１
期
生
１
５
０
名
卒
業

２
０
１
５（
平
成

２
０
１
５（
平
成
2727
）年）年		

桜
修
館
創
立

桜
修
館
創
立
1010
周
年
記
念
事
業
展
開

周
年
記
念
事
業
展
開

２
０
２
５（
令
和
７
）年

２
０
２
５（
令
和
７
）年		

桜
修
館
第

桜
修
館
第
1414
期
生
卒
業
、
第

期
生
卒
業
、
第
2020
期
生
入
学

期
生
入
学
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八
雲
が
丘
の
３
校

　

１
９
２
９（
昭
和
４
）年　

　

１
９
２
９（
昭
和
４
）年　

府
立
高
等
学
校
創
立
。
高
等
科

府
立
高
等
学
校
創
立
。
高
等
科

３
年
・
尋
常
科
４
年
の
７
年
制

３
年
・
尋
常
科
４
年
の
７
年
制

　

１
９
４
８（
昭
和

　

１
９
４
８（
昭
和
2323
）年　
）年　

尋
常
科
が
都
立
新
制
高
等
学
校

尋
常
科
が
都
立
新
制
高
等
学
校

と
な
る　

と
な
る　

　

１
９
４
９（
昭
和

　

１
９
４
９（
昭
和
2424
）年）年

都
立
大
学
設
置
。
新
制
高
校
は

都
立
大
学
設
置
。
新
制
高
校
は

都
立
大
学
附
属
高
校
と
な
る　

都
立
大
学
附
属
高
校
と
な
る　

　

１
９
５
０
（
昭
和

　

１
９
５
０
（
昭
和
2525
）
年
）
年

旧
制
府
立
高
等
学
校
閉
校

旧
制
府
立
高
等
学
校
閉
校

　

２
０
０
６
（
平
成

　

２
０
０
６
（
平
成
1818
）
年
）
年

都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校
開

都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校
開

校
。
前
後
期
計
６
年
制

校
。
前
後
期
計
６
年
制

　

２
０
１
１（
平
成

　

２
０
１
１（
平
成
2323
）
年
）
年

都
立
大
学
附
属
高
等
学
校
閉
校

都
立
大
学
附
属
高
等
学
校
閉
校

府
立
高
等
学
校

旧
制
の
府
立
高
等
学
校
は
、

旧
制
の
府
立
高
等
学
校
は
、

１
９
２
９
年
世
界
大
恐
慌
の
年

１
９
２
９
年
世
界
大
恐
慌
の
年

に
開
校
認
可
さ
れ
、
当
初
は
府

に
開
校
認
可
さ
れ
、
当
初
は
府

立
一
中
（
現
日
比
谷
高
校
）
内

立
一
中
（
現
日
比
谷
高
校
）
内

に
間
借
り
、
１
９
３
２
年
に
八

に
間
借
り
、
１
９
３
２
年
に
八

雲
が
丘
に
移
転
し
ま
し
た
。　

雲
が
丘
に
移
転
し
ま
し
た
。　

　

７
年
制
、
男
子
の
み
、
尋
常

　

７
年
制
、
男
子
の
み
、
尋
常

科
（
中
学
）

科
（
中
学
）
8080
名
、
高
等
科
・

名
、
高
等
科
・

文
科
理
科
各

文
科
理
科
各
8080
名
で
開
校
さ
れ

名
で
開
校
さ
れ

ま
し
た
。
男
女
共
学
に
な
っ
た

ま
し
た
。
男
女
共
学
に
な
っ
た

の
は
１
９
４
９
年
の
新
制
高
校

の
は
１
９
４
９
年
の
新
制
高
校

の
２
期
生
か
ら
で
す
。

の
２
期
生
か
ら
で
す
。

府
立
高
等
学
校
の
初
代
校
長
・

府
立
高
等
学
校
の
初
代
校
長
・

川
田
正
澂
（
か
わ
だ
ま
さ
ず
み
）

川
田
正
澂
（
か
わ
だ
ま
さ
ず
み
）

の
理
念
は
、「
英
国
イ
ー
ト
ン
校

の
理
念
は
、「
英
国
イ
ー
ト
ン
校

の
教
育
方
針
で
あ
る
英
国
風
の

の
教
育
方
針
で
あ
る
英
国
風
の

格
調
高
い
人
物
養
成
を
軸
に
、

格
調
高
い
人
物
養
成
を
軸
に
、

日
本
の
高
等
学
校
の
伝
統
と
す

日
本
の
高
等
学
校
の
伝
統
と
す

る
自
由
と
正
義
を
重
ん
じ
、
真

る
自
由
と
正
義
を
重
ん
じ
、
真

理
を
愛
好
す
る
自
主
的
な
高
校

理
を
愛
好
す
る
自
主
的
な
高
校

精
神
」
で
し
た
。
川
田
校
長
は

精
神
」
で
し
た
。
川
田
校
長
は

自
ら
の
教
育
方
針
を
実
践
す
る

自
ら
の
教
育
方
針
を
実
践
す
る

に
あ
た
っ
て
、
高
校
入
試
は
邪

に
あ
た
っ
て
、
高
校
入
試
は
邪

魔
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
考
え

魔
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
考
え

が
７
年
制
高
校
の
設
立
に
つ
な

が
７
年
制
高
校
の
設
立
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

が
り
ま
し
た
。

川
田
校
長
の
思
想
を
支
持
し

川
田
校
長
の
思
想
を
支
持
し

た
層
は　

①
先
端
的
な
教
育
思

た
層
は　

①
先
端
的
な
教
育
思

想
の
教
育
家
、
②
英
国
流
の
パ

想
の
教
育
家
、
②
英
国
流
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
に
傾
倒
し

ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
に
傾
倒
し

た
国
際
派
経
済
人
、
③
蛮
カ
ラ

た
国
際
派
経
済
人
、
③
蛮
カ
ラ

に
違
和
感
を
持
つ
上
中
流
の
保

に
違
和
感
を
持
つ
上
中
流
の
保

護
者
、
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

護
者
、
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
入
学
者
は
東
京
出
身
者

ま
す
。
入
学
者
は
東
京
出
身
者

が
多
数
で
し
た
が
、
全
国
か
ら

が
多
数
で
し
た
が
、
全
国
か
ら

の
受
験
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し

の
受
験
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
又
、
当
時
の
高
等
学
校
と

た
。
又
、
当
時
の
高
等
学
校
と

し
て
は
唯
一
、
身
体
障
害
者
で

し
て
は
唯
一
、
身
体
障
害
者
で

も
入
学
が
可
能
で
し
た
。

も
入
学
が
可
能
で
し
た
。

１
９
３
５
年
、
川
田
初
代
校

１
９
３
５
年
、
川
田
初
代
校

長
逝
去
。
同
年
、
校
歌
「
嗚
呼

長
逝
去
。
同
年
、
校
歌
「
嗚
呼

西
山
の
」
制
定
。
１
９
４
３
年

西
山
の
」
制
定
。
１
９
４
３
年

東
京
都
制
実
施
に
伴
い
、
都
立

東
京
都
制
実
施
に
伴
い
、
都
立

高
等
学
校
に
校
名
を
変
更
。
同

高
等
学
校
に
校
名
を
変
更
。
同

年
、
第
一
回
学
徒
出
陣
、

年
、
第
一
回
学
徒
出
陣
、
1414
名名

が
入
隊
。
１
９
３
５
～
４
５
年

が
入
隊
。
１
９
３
５
～
４
５
年

に
か
け
て
、
多
く
の
学
生
歌
、

に
か
け
て
、
多
く
の
学
生
歌
、

記
念
祭
歌
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

記
念
祭
歌
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

１
９
４
２
年
か
ら
戦
時
中
の
終

１
９
４
２
年
か
ら
戦
時
中
の
終

八
雲
が
丘
の
１
０
０
年

桜
修
館
は
２
０
２
９
年
に
前
身
の
旧
制
府
立
高
校

創
立
か
ら
百
周
年
を
迎
え
ま
す

業
期
間
短
縮
で
９
月
卒
業
、
勤

業
期
間
短
縮
で
９
月
卒
業
、
勤

労
動
員
が
始
ま
り
ま
し
た
。
翌

労
動
員
が
始
ま
り
ま
し
た
。
翌

年
に
戦
時
中
最
後
の
記
念
祭
が

年
に
戦
時
中
最
後
の
記
念
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
１
９
４
４
年

行
わ
れ
ま
し
た
。
１
９
４
４
年

に
は
勤
労
動
員
先
で
授
業
。
グ

に
は
勤
労
動
員
先
で
授
業
。
グ

ラ
ン
ド
は
畑
、
弓
道
場
は
教
職

ラ
ン
ド
は
畑
、
弓
道
場
は
教
職

員
住
宅
に
な
り
ま
し
た
。

員
住
宅
に
な
り
ま
し
た
。

草
創
期
は
上
記
の
通
り
、
初

草
創
期
は
上
記
の
通
り
、
初

代
川
田
校
長
に
拠
る
と
こ
ろ
が

代
川
田
校
長
に
拠
る
と
こ
ろ
が

大
き
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
戦

大
き
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
戦

争
の
足
音
が
近
づ
い
て
く
る
中
、

争
の
足
音
が
近
づ
い
て
く
る
中
、

学
校
生
活
は
ど
ん
な
感
じ
だ
っ

学
校
生
活
は
ど
ん
な
感
じ
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？

た
の
で
し
ょ
う
か
？

１
９
７
９
年
府
立
高
校
同
窓

１
９
７
９
年
府
立
高
校
同
窓

会
発
行
の
『
府
立
高
等
学
校

会
発
行
の
『
府
立
高
等
学
校

五
十
周
年
記
念
誌
』
か
ら
同
窓

五
十
周
年
記
念
誌
』
か
ら
同
窓

生
の
回
想
を
抜
粋
さ
せ
て
頂
き

生
の
回
想
を
抜
粋
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

ま
す
。

１
、
学
校
か
ら
駒
沢
ゴ
ル
フ

１
、
学
校
か
ら
駒
沢
ゴ
ル
フ

場
ま
で
野
菜
畑
で
〇
〇
中
佐
と

場
ま
で
野
菜
畑
で
〇
〇
中
佐
と

い
う
イ
ン
テ
リ
配
属
将
校
が
軍

い
う
イ
ン
テ
リ
配
属
将
校
が
軍

事
教
練
の
時
間
に
ゴ
ル
フ
場
付

事
教
練
の
時
間
に
ゴ
ル
フ
場
付

近
で
ク
ラ
ス
を
解
放
し
て
く
れ

近
で
ク
ラ
ス
を
解
放
し
て
く
れ

た
好
意
は
忘
れ
難
い
。

た
好
意
は
忘
れ
難
い
。

２
、
当
時
の
府
高
の
先
生
方

２
、
当
時
の
府
高
の
先
生
方

は
思
想
傾
向
か
ら
い
っ
て
３
種

は
思
想
傾
向
か
ら
い
っ
て
３
種

類
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

類
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
一
は
国
粋
主
義
者
、
第
二
は

第
一
は
国
粋
主
義
者
、
第
二
は

自
由
主
義
者
、
第
三
は
科
学
的

自
由
主
義
者
、
第
三
は
科
学
的

合
理
主
義
者
。
時
節
柄
第
一
が

合
理
主
義
者
。
時
節
柄
第
一
が

幅
を
き
か
せ
て
い
る
感
じ
だ
っ

幅
を
き
か
せ
て
い
る
感
じ
だ
っ

た
が
、
人
数
か
ら
言
え
ば
少
数

た
が
、
人
数
か
ら
言
え
ば
少
数

派
で
、
文
科
系
の
先
生
の
大
半

派
で
、
文
科
系
の
先
生
の
大
半

は
本
質
的
に
自
由
主
義
派
、
理

は
本
質
的
に
自
由
主
義
派
、
理

科
系
は
ノ
ン
ポ
リ
の
科
学
的
合

科
系
は
ノ
ン
ポ
リ
の
科
学
的
合

理
主
義
派
が
多
か
っ
た
よ
う
に

理
主
義
派
が
多
か
っ
た
よ
う
に

思
う
。
一
方
で
第
一
、
第
二
、

思
う
。
一
方
で
第
一
、
第
二
、

第
三
と
も
共
通
し
て
強
い
愛
国

第
三
と
も
共
通
し
て
強
い
愛
国

心
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。

心
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。

３
、
決
戦
下
の
２
年
半
の
期

３
、
決
戦
下
の
２
年
半
の
期

限
付
き
の
青
春
期
だ
と
思
っ
て

限
付
き
の
青
春
期
だ
と
思
っ
て

い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
同
時
代

い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
同
時
代

の
青
年
の
青
春
に
比
べ
れ
ば
は

の
青
年
の
青
春
に
比
べ
れ
ば
は

る
か
に
め
ぐ
ま
れ
た
も
の
だ
っ

る
か
に
め
ぐ
ま
れ
た
も
の
だ
っ

た
ろ
う
。

た
ろ
う
。

桜
修
館
中
等
教
育
学
校

２
０
０
６
年
に
開
校
し
た
桜

２
０
０
６
年
に
開
校
し
た
桜

修
館
は
、
６
年
制
の
中
高
一
貫

修
館
は
、
６
年
制
の
中
高
一
貫

校
で
す
。
旧
制
か
ら
都
大
附
高

校
で
す
。
旧
制
か
ら
都
大
附
高

が
受
け
継
い
だ
、
校
歌
、
校
章
、

が
受
け
継
い
だ
、
校
歌
、
校
章
、

校
旗
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で

校
旗
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で

い
ま
す
。
開
校
か
ら
は
１
９
年

い
ま
す
。
開
校
か
ら
は
１
９
年

の
若
い
学
校
で
す
が
、
旧
制
府

の
若
い
学
校
で
す
が
、
旧
制
府

立
高
か
ら
数
え
れ
ば

立
高
か
ら
数
え
れ
ば
9696
年
の
歴

年
の
歴

史
を
持
つ
学
校
で
も
あ
り
ま
す
。

史
を
持
つ
学
校
で
も
あ
り
ま
す
。

八
雲
が
丘
の
地
に
は
３
つ
の
繋

八
雲
が
丘
の
地
に
は
３
つ
の
繋

が
っ
た
学
校
が
あ
り
、
地
域
の

が
っ
た
学
校
が
あ
り
、
地
域
の

中
心
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

中
心
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

１
９
２
７
年
に
開
通
し
た
東

１
９
２
７
年
に
開
通
し
た
東

横
線
の
駅
名
は
、
柿
の
木
坂
駅
か

横
線
の
駅
名
は
、
柿
の
木
坂
駅
か

ら
１
９
３
１
年
・
府
立
高
等
前

ら
１
９
３
１
年
・
府
立
高
等
前

駅
、
１
９
５
０
年
・
都
立
大
学

駅
、
１
９
５
０
年
・
都
立
大
学

駅
に
変
遷
し
ま
し
た
。
桜
修
館

駅
に
変
遷
し
ま
し
た
。
桜
修
館

正
門
横
の
バ
ス
停
名
は
、
現
在

正
門
横
の
バ
ス
停
名
は
、
現
在

も
都
立
大
学
附
属
高
校
前
で
す
。

も
都
立
大
学
附
属
高
校
前
で
す
。

府
立
高
校
創
立

１
０
０
周
年
記
念
事
業

都
立
大
学
附
属
高
校
同
窓
会

都
立
大
学
附
属
高
校
同
窓
会

は
、
府
立
高
校
創
立
１
０
０
周

は
、
府
立
高
校
創
立
１
０
０
周

年
周
年
記
念
事
業
を
、
桜
修
館

年
周
年
記
念
事
業
を
、
桜
修
館

お
よ
び
桜
修
館
同
窓
会
と
共
に

お
よ
び
桜
修
館
同
窓
会
と
共
に

推
進
、
支
援
し
て
い
ま
す
。

推
進
、
支
援
し
て
い
ま
す
。

事
業
展
開
は
今
後
具
体
化
し

事
業
展
開
は
今
後
具
体
化
し

て
い
き
ま
す
が
、
記
念
式
典
の

て
い
き
ま
す
が
、
記
念
式
典
の

ほ
か
、
百
周
年
記
念
誌
の
発
行
、

ほ
か
、
百
周
年
記
念
誌
の
発
行
、

記
念
品
、
記
念
映
像
の
制
作
、

記
念
品
、
記
念
映
像
の
制
作
、

そ
の
他
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
で
は
１
０
０
周
年
記

同
窓
会
で
は
１
０
０
周
年
記

念
事
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、

念
事
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、

    

「
八
雲
が
丘
学
友
会
」（
３
校
同

「
八
雲
が
丘
学
友
会
」（
３
校
同

窓
会
の
合
同
組
織
）
と
し
て
寄

窓
会
の
合
同
組
織
）
と
し
て
寄

付
金
の
募
集
を
開
始
し
て
い
ま

付
金
の
募
集
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し

す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
す
。

●
寄
附
金
募
集
の
詳
細
は

●
寄
附
金
募
集
の
詳
細
は
1414
面面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1936年の府立高校キャンパス全景

府立高校本館（後の都立大学）

川田校長
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第第
1212
回
を
数
え
た
「
八
雲
が

回
を
数
え
た
「
八
雲
が

丘
賞
」
は
吹
奏
楽
部
が
受
賞
し

丘
賞
」
は
吹
奏
楽
部
が
受
賞
し

ま
し
た
。
校
内
で
最
多
の
部
員

ま
し
た
。
校
内
で
最
多
の
部
員

数
を
誇
る
部
の
初
の
受
賞
で
す
。

数
を
誇
る
部
の
初
の
受
賞
で
す
。

ち
な
み
に
、
こ
れ
ま
で
の
受
賞

ち
な
み
に
、
こ
れ
ま
で
の
受
賞

は
次
の

は
次
の
1313
団
体
で
し
た
。

団
体
で
し
た
。

日
本
文
化
部
茶
道
部
門
、

日
本
文
化
部
茶
道
部
門
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
部
、
写
真

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
部
、
写
真

部
、
美
術
部
、
科
学
部
、
創
作

部
、
美
術
部
、
科
学
部
、
創
作

部
、
前
期
サ
ッ
カ
ー
部
、
前
期

部
、
前
期
サ
ッ
カ
ー
部
、
前
期

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部（
奨

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部（
奨

励
賞
）、日
本
文
化
部
か
る
た
班
、

励
賞
）、日
本
文
化
部
か
る
た
班
、

軽
音
楽
部
、
美
術
部
（
２
回
目
）

軽
音
楽
部
、
美
術
部
（
２
回
目
）

写
真
部
（
奨
励
賞
）、
陸
上
競
技

写
真
部
（
奨
励
賞
）、
陸
上
競
技

部
。
部
。

　
　
　
　

◇

　
　
　
　

◇

吹
奏
楽
部
の
前
身
は
、

吹
奏
楽
部
の
前
身
は
、

１
９
６
４
年
頃
に
有
志
に
よ
っ

１
９
６
４
年
頃
に
有
志
に
よ
っ

て
結
成
さ
れ
た
「
吹
奏
楽
同
好

て
結
成
さ
れ
た
「
吹
奏
楽
同
好

会
」（
吹
同
）
で
す
。
中
学
時

会
」（
吹
同
）
で
す
。
中
学
時

代
の
ブ
ラ
バ
ン
経
験
や
、
楽
器

代
の
ブ
ラ
バ
ン
経
験
や
、
楽
器

好
き
の
生
徒
の
集
ま
り
で
し
た

好
き
の
生
徒
の
集
ま
り
で
し
た

が
、
正
式
な
ク
ラ
ブ
活
動
と
し

が
、
正
式
な
ク
ラ
ブ
活
動
と
し

て
認
め
ら
れ
る
ま
で
の
数
年
間

て
認
め
ら
れ
る
ま
で
の
数
年
間

は
、
練
習
場
所
や
発
表
の
場
に

は
、
練
習
場
所
や
発
表
の
場
に

も
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。
し
か

も
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
そ
れ
が
今
の
吹
奏
楽
部
の

し
、
そ
れ
が
今
の
吹
奏
楽
部
の

活
発
な
活
動
の
基
礎
と
な
っ
て

活
発
な
活
動
の
基
礎
と
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

い
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
吹
奏
楽
部
は
音
楽
的

現
在
の
吹
奏
楽
部
は
音
楽
的

第
12
回「
八
雲
が
丘
賞
」は

　
吹
奏
楽
部
が
受
賞
し
ま
し
た

水
準
も
高
く
、
近
年
だ
け
で
も

水
準
も
高
く
、
近
年
だ
け
で
も

次
の
よ
う
な
受
賞
歴
が
あ
り
ま

次
の
よ
う
な
受
賞
歴
が
あ
り
ま

す
。
す
。
BB
組
と
い
う
の
は

組
と
い
う
の
は
3535
名
ま
名
ま

で
の
編
成
、
東
日
本
部
門
は

で
の
編
成
、
東
日
本
部
門
は
3030

名
ま
で
の
編
成
で
す
。

名
ま
で
の
編
成
で
す
。

〇
東
京
都
中
学
校
吹
奏
楽
コ
ン

〇
東
京
都
中
学
校
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
東
日
本
部
門

ク
ー
ル
東
日
本
部
門

２
０
２
３
年

２
０
２
３
年        

銀
賞　
銀
賞　

２
０
２
４
年

２
０
２
４
年        

金
賞
金
賞

〇
東
京
都
高
等
学
校
吹
奏
楽
コ

〇
東
京
都
高
等
学
校
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル

ン
ク
ー
ル
BB
組　組　

２
０
２
３
年

２
０
２
３
年        

金
賞
金
賞

２
０
２
４
年

２
０
２
４
年        

金
賞
・
最
優
秀
賞

金
賞
・
最
優
秀
賞

他
に
も
、
高
等
学
校
ア
ン
サ

他
に
も
、
高
等
学
校
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
で
も

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
で
も

入
賞
し
て
い
ま
す
。

入
賞
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
確
か
な
実
力
は
、

こ
う
し
た
確
か
な
実
力
は
、

普
段
の
演
奏
活
動
で
も
い
か
ん

普
段
の
演
奏
活
動
で
も
い
か
ん

な
く
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
表

な
く
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
表

彰
状
に
も
あ
る
通
り
入
学
式
、

彰
状
に
も
あ
る
通
り
入
学
式
、

卒
業
式
で
の
演
奏
は
、
桜
修
館

卒
業
式
で
の
演
奏
は
、
桜
修
館

生
の
心
に
響
き
記
憶
に
残
る
も

生
の
心
に
響
き
記
憶
に
残
る
も

の
で
し
ょ
う
。
記
念
祭
で
の
コ

の
で
し
ょ
う
。
記
念
祭
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
に
は
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ン
サ
ー
ト
に
は
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
に
多
く
の
聴
衆
が
集
ま
り
ま

ナ
に
多
く
の
聴
衆
が
集
ま
り
ま

す
。
ま
た
吹
奏
楽
部
員
は
、
校

す
。
ま
た
吹
奏
楽
部
員
は
、
校

内
で
の
演
奏
活
動
の
他
に
、
地

内
で
の
演
奏
活
動
の
他
に
、
地

域
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的

域
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
部
員
が
所
属
す
る
部

多
く
の
部
員
が
所
属
す
る
部

の
運
営
は
い
ろ
い
ろ
大
変
で
す
。

の
運
営
は
い
ろ
い
ろ
大
変
で
す
。

桜
修
館
吹
奏
楽
部
は
ど
の
よ
う

桜
修
館
吹
奏
楽
部
は
ど
の
よ
う

に
し
て
部
の
ま
と
ま
り
を
作
り

に
し
て
部
の
ま
と
ま
り
を
作
り

上
げ
、
発
展
さ
せ
て
き
た
の
で

上
げ
、
発
展
さ
せ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。

し
ょ
う
か
。

  

「
競
い
合
う
」「
調
和
す
る
」「
完

「
競
い
合
う
」「
調
和
す
る
」「
完

遂
す
る
」。
こ
の
三
つ
が
部
の
活

遂
す
る
」。
こ
の
三
つ
が
部
の
活

動
方
針
と
の
こ
と
で
す
。
切
磋

動
方
針
と
の
こ
と
で
す
。
切
磋

琢
磨
し
て
個
人
の
力
量
を
高
め
、

琢
磨
し
て
個
人
の
力
量
を
高
め
、

自
分
を
他
者
に
認
め
て
も
ら
う

自
分
を
他
者
に
認
め
て
も
ら
う

こ
と
、
こ
れ
が
競
い
合
う
こ
と

こ
と
、
こ
れ
が
競
い
合
う
こ
と

の
意
味
で
す
。
そ
の
う
え
で
、

の
意
味
で
す
。
そ
の
う
え
で
、

高
め
た
個
人
の
能
力
を
調
和
さ

高
め
た
個
人
の
能
力
を
調
和
さ

せ
る
こ
と
で
全
体
と
し
て
高
い

せ
る
こ
と
で
全
体
と
し
て
高
い

水
準
を
達
成
す
る
こ
と
、
こ
れ

水
準
を
達
成
す
る
こ
と
、
こ
れ

が
調
和
す
る
の
意
味
す
る
と
こ

が
調
和
す
る
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
。
完
遂
す
る
は
や

ろ
で
し
ょ
う
。
完
遂
す
る
は
や

り
遂
げ
る
こ
と
、
や
り
遂
げ
た

り
遂
げ
る
こ
と
、
や
り
遂
げ
た

体
験
が
自
信
を
持
た
せ
自
己
を

体
験
が
自
信
を
持
た
せ
自
己
を

さ
ら
に
飛
躍
さ
せ
る
の
だ
と
教

さ
ら
に
飛
躍
さ
せ
る
の
だ
と
教

え
て
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

◇◇

こ
う
し
て
み
る
と
、
吹
奏
楽

こ
う
し
て
み
る
と
、
吹
奏
楽

部
の
演
奏
水
準
の
高
さ
と
と
も

部
の
演
奏
水
準
の
高
さ
と
と
も

に
、
部
活
動
そ
の
も
の
の
質
の

に
、
部
活
動
そ
の
も
の
の
質
の

高
さ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま

高
さ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま

す
。
ま
さ
に
「
八
雲
が
丘
賞
」

す
。
ま
さ
に
「
八
雲
が
丘
賞
」

に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
だ
と
い
う

に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
だ
と
い
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
と
が
で
き
ま
す
。

吹
奏
楽
部
に
続
く
第

吹
奏
楽
部
に
続
く
第
1313
回
の
回
の

受
賞
は
ど
ん
な
活
動
に
な
る
の

受
賞
は
ど
ん
な
活
動
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
す
ま
す
楽
し

で
し
ょ
う
か
。
ま
す
ま
す
楽
し

み
な
今
年
度
の
「
八
雲
が
丘
賞
」

み
な
今
年
度
の
「
八
雲
が
丘
賞
」

で
す
。

で
す
。
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日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動

日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

感
謝
申
し
上
げ
致
し
ま
す
。

感
謝
申
し
上
げ
致
し
ま
す
。

本
年
四
月
一
日
付
で
着
任
し

本
年
四
月
一
日
付
で
着
任
し

ま
し
た
信
岡
で
す
。
ど
う
ぞ
よ

ま
し
た
信
岡
で
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
月
ま
で
は
教
育
庁
に
勤
務

三
月
ま
で
は
教
育
庁
に
勤
務

し
て
お
り
ま
し
た
。
久
々
の

し
て
お
り
ま
し
た
。
久
々
の

学
校
勤
め
と
、
府
立
高
等
学

学
校
勤
め
と
、
府
立
高
等
学

校
、
都
立
大
学
附
属
高
等
学
校

校
、
都
立
大
学
附
属
高
等
学
校

の
伝
統
を
脈
々
と
受
け
継
ぐ
本

の
伝
統
を
脈
々
と
受
け
継
ぐ
本

校
に
於
い
て
、
大
事
な
生
徒
を

校
に
於
い
て
、
大
事
な
生
徒
を

お
預
か
り
す
る
重
責
に
緊
張
感

お
預
か
り
す
る
重
責
に
緊
張
感

を
も
っ
て
着
任
し
た
と
こ
ろ
で

を
も
っ
て
着
任
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
微
力
な
が
ら
本
校
の
発
展

す
。
微
力
な
が
ら
本
校
の
発
展

に
少
し
で
も
寄
与
す
べ
く
全
力

に
少
し
で
も
寄
与
す
べ
く
全
力

を
も
っ
て
取
り
組
む
所
存
で
す
。

を
も
っ
て
取
り
組
む
所
存
で
す
。

皆
さ
ま
ご
承
知
の
こ
と
か
と

皆
さ
ま
ご
承
知
の
こ
と
か
と

存
じ
ま
す
が
今
年
度
、
桜
修
館

存
じ
ま
す
が
今
年
度
、
桜
修
館

中
等
教
育
学
校
は
創
立
二
十
周

中
等
教
育
学
校
は
創
立
二
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。
来
年
３
月

年
を
迎
え
ま
す
。
来
年
３
月
1919

日
（
木
）
に
は
記
念
式
典
を
予

日
（
木
）
に
は
記
念
式
典
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

定
し
て
お
り
ま
す
。

在
校
生
た
ち
に
は
、
諸
先
輩

在
校
生
た
ち
に
は
、
諸
先
輩

方
の
築
い
て
こ
ら
れ
た
伝
統
と

方
の
築
い
て
こ
ら
れ
た
伝
統
と

歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る
と
と
も

歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
の
本
校
を
創
っ

に
、
こ
れ
か
ら
の
本
校
を
創
っ

て
い
く
決
意
を
新
た
に
す
る
機

て
い
く
決
意
を
新
た
に
す
る
機

会
に
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

会
に
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
学
校
と
し
て
は

ま
す
。
ま
た
、
学
校
と
し
て
は

こ
の
間
の
教
育
活
動
の
成
果
と

こ
の
間
の
教
育
活
動
の
成
果
と

課
題
を
整
理
し
、
生
徒
の
声
、

課
題
を
整
理
し
、
生
徒
の
声
、

保
護
者
の
方
々
の
ご
意
見
や
同

保
護
者
の
方
々
の
ご
意
見
や
同

窓
会
の
皆
様
の
お
考
え
等
も
い

窓
会
の
皆
様
の
お
考
え
等
も
い

た
だ
き
な
が
ら
、
充
実
さ
せ
る

た
だ
き
な
が
ら
、
充
実
さ
せ
る

と
こ
ろ
は
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

と
こ
ろ
は
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
は
大
胆
に

改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
は
大
胆
に

改
善
し
て
い
く
契
機
に
し
て
参

改
善
し
て
い
く
契
機
に
し
て
参

り
ま
す
。
お
気
付
き
の
点
な
ど

り
ま
す
。
お
気
付
き
の
点
な
ど

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
お
声
を

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
お
声
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
今

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
今

春春
1414
期
生
の
進
路
状
況
に
つ
い

期
生
の
進
路
状
況
に
つ
い

て
ご
報
告
し
ま
す
。
東
大
７
名
、

て
ご
報
告
し
ま
す
。
東
大
７
名
、

京
大
３
名
、
旧
東
工
大
５
名
、

京
大
３
名
、
旧
東
工
大
５
名
、

旧
医
科
歯
科
大
２
名
、
一
橋
大

旧
医
科
歯
科
大
２
名
、
一
橋
大

３
名
、
国
公
立
医
学
部
医
学
科

３
名
、
国
公
立
医
学
部
医
学
科

３
名
と
、
い
わ
ゆ
る
難
関
四
国

３
名
と
、
い
わ
ゆ
る
難
関
四
国

立
大
＋
国
公
立
大
医
学
部
は

立
大
＋
国
公
立
大
医
学
部
は
2323

名
、
国
立
大

名
、
国
立
大
6868
名
（
文
系

名
（
文
系
3434
名
、
名
、

理
系
理
系
3434
名
、
過
去
最
多
）、
早
稲

名
、
過
去
最
多
）、
早
稲

田
大
、
慶
応
大
、
上
智
大
、
理

田
大
、
慶
応
大
、
上
智
大
、
理

科
大
の
難
関
私
立
大
１
５
８
名

科
大
の
難
関
私
立
大
１
５
８
名

と
昨
年
に
続
き
優
秀
な
成
果
を

と
昨
年
に
続
き
優
秀
な
成
果
を

挙
げ
ま
し
た
。
今
後
こ
の
水
準

挙
げ
ま
し
た
。
今
後
こ
の
水
準

を
桜
修
館
と
し
て
維
持
・
発
展

を
桜
修
館
と
し
て
維
持
・
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
男
女
枠
が
撤
廃
さ
れ

ま
た
、
男
女
枠
が
撤
廃
さ
れ

て
初
と
な
る
今
春
の
本
校
の
へ

て
初
と
な
る
今
春
の
本
校
の
へ

応
募
倍
率
は
、
３

応
募
倍
率
は
、
３
．．８
倍
で
し
た
。

８
倍
で
し
た
。

本
校
だ
け
の
状
況
で
は
あ
り
ま

本
校
だ
け
の
状
況
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
一
昨
年
、
昨
年
と
応

せ
ん
が
、
一
昨
年
、
昨
年
と
応

募
者
数
が
減
少
す
る
傾
向
の
中
、

募
者
数
が
減
少
す
る
傾
向
の
中
、

今
年
度
は
広
報
活
動
・
情
報
発

今
年
度
は
広
報
活
動
・
情
報
発

信
を
積
極
的
に
行
い
、
志
願
者

信
を
積
極
的
に
行
い
、
志
願
者

の
増
加
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と

の
増
加
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

着
任
の
ご
挨
拶

  
教
育
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
を

四
年
後
の
令
和

四
年
後
の
令
和
1111
年
度
に
は

年
度
に
は

府
立
高
等
学
校
開
校
百
周
年
を

府
立
高
等
学
校
開
校
百
周
年
を

控
え
て
お
り
ま
す
。
遺
漏
な
く

控
え
て
お
り
ま
す
。
遺
漏
な
く

万
全
の
準
備
を
進
め
る
と
と
も

万
全
の
準
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
百
周
年
に
恥
じ
ぬ
本
校
の

に
、
百
周
年
に
恥
じ
ぬ
本
校
の

教
育
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
参

教
育
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後
と
も
皆

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後
と
も
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念

致
し
ま
す
。

致
し
ま
す
。

「八雲が丘賞」規定
1 趣 旨

この賞は、東京都立桜修館中等教育学校の生徒による優れ
た部活動、課外活動に対して、東京都立大学附属高等学校同
窓会から贈られるものです。

2 賞と対象期間
賞の対象期間は、４月から次年３月までの１年間とし、「優秀
賞」および「奨励賞」の二つを設定します。２年以上にわたっ
て顕著な実績を上げた活動に対して「大賞」を贈ることがあ
ります。賞は、記念品または同等金額の活動費支援とします。

3 基 準
賞の選考基準は以下によります。
①年間を通じて継続的に活動を展開し、十分な実績を上げ
たもの
②前年度に比して活動の内容に顕著な向上が見られたもの
③対外試合、コンクールなどで優秀な成績を上げたもの
④その他桜修館生徒にふさわしい優れた活動を行ったもの

4 選 考
対象となる活動について桜修館中等教育学校の推薦をう
け、都大附高同窓会理事会において決定します。

5 賞の贈呈
前年度の受賞活動に対し、原則として次年度記念祭の期間
中に表彰し、賞の贈呈を行います。

信
岡 

新
吾

都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校
長
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昨
年
の
９
月
７
日
（
土
）、
８

昨
年
の
９
月
７
日
（
土
）、
８

日
（
日
）
の
二
日
間
、
第

日
（
日
）
の
二
日
間
、
第
7676
回回

記
念
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
第
１
回
は
１
９
４
８

ち
な
み
に
第
１
回
は
１
９
４
８

年
、
前
身
の
都
立
大
学
附
属
高

年
、
前
身
の
都
立
大
学
附
属
高

校
時
代
の
開
催
で
す
。

校
時
代
の
開
催
で
す
。

こ
こ
で
疑
問
。
文
化
祭
で
も

こ
こ
で
疑
問
。
文
化
祭
で
も

な
く
学
園
祭
で
も
な
く
、
な
ぜ

な
く
学
園
祭
で
も
な
く
、
な
ぜ

「
記
念
祭
」
と
い
う
の
か
。
在
校

「
記
念
祭
」
と
い
う
の
か
。
在
校

生
か
ら
聞
か
れ
る
こ
の
疑
問
へ

生
か
ら
聞
か
れ
る
こ
の
疑
問
へ

の
答
え
は
、
前
身
が
旧
制
高
校

の
答
え
は
、
前
身
が
旧
制
高
校

だ
か
ら
、
で
す
。
戦
前
の
旧
制

だ
か
ら
、
で
す
。
戦
前
の
旧
制

高
校
に
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
学
生

高
校
に
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
学
生

寮
が
あ
り
、
学
生
た
ち
が
寮
の

寮
が
あ
り
、
学
生
た
ち
が
寮
の

歴
史
を
記
念
し
て
「
記
念
祭
」

歴
史
を
記
念
し
て
「
記
念
祭
」

お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
当

お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
当

初
寮
の
な
か
っ
た
府
立
高
校
で

初
寮
の
な
か
っ
た
府
立
高
校
で

も
、名
称
は
「
記
念
祭
」
で
し
た
。

も
、名
称
は
「
記
念
祭
」
で
し
た
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
不
安
と
影
響
が
小
さ
く

症
の
不
安
と
影
響
が
小
さ
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
外
部
か
ら

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
外
部
か
ら

の
来
校
者
も
多
数
受
け
入
れ
、

の
来
校
者
も
多
数
受
け
入
れ
、

盛
大
な
記
念
祭
と
な
り
ま
し
た
。

盛
大
な
記
念
祭
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
記
念
祭
の
テ
ー
マ
は

今
回
の
記
念
祭
の
テ
ー
マ
は

「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
」。
桜
修
館

「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
」。
桜
修
館

の
現
役
生
は
、
下
の
ポ
ス
タ
ー

の
現
役
生
は
、
下
の
ポ
ス
タ
ー

「タイムスリップ」看板ここから入場します！来場者を迎える立て看板群 記念祭プログラム

大グラフ
特集

大グラフ
特集

２年　日本語劇　　
タイムスリップしたら捕まりました

１C　展示　　
わた C たちはどう生きるか

２年　英語劇 １B　展示　　
時をかける１-B

１A　展示　　
１A 万博　４０人の生徒達

２年　英語劇　　
My  Past  That  I Don’ｔ  Ｎｏｗ

３D　劇　　
フルムーンガール

２年　展示（未来）　　
あったらいいな展

４A　イベント　　
大正浪漫脱出奇譚

３A　劇　　
ナイゲン

４C　イベント　　
Time is money

３Ｂ　劇　　
ヴェニスの商人

４D　イベント　　
俺たちのガチパターゴルフ

３C　劇　　
ブラッシュアップライフ

５D　食物模擬　　
今日から俺握るわ！
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に
見
ら
れ
る
よ
う
に
実
に
多
彩

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
実
に
多
彩

な
取
り
組
み
を
披
露
し
て
い
ま

な
取
り
組
み
を
披
露
し
て
い
ま

し
た
。
旧
制
以
来
の
伝
統
の
演

し
た
。
旧
制
以
来
の
伝
統
の
演

劇
、
特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
、
ユ

劇
、
特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
、
ユ

ニ
ー
ク
な
展
示
な
ど
、
見
所
満

ニ
ー
ク
な
展
示
な
ど
、
見
所
満

載
で
し
た
。

載
で
し
た
。

同
窓
会
で
は
、
例
年
通
り
同

同
窓
会
で
は
、
例
年
通
り
同

窓
会
ル
ー
ム
「
八
雲
が
丘
の
集

窓
会
ル
ー
ム
「
八
雲
が
丘
の
集

い
」
を
出
展
。
歴
史
的
資
料
や

い
」
を
出
展
。
歴
史
的
資
料
や

写
真
の
展
示
、

写
真
の
展
示
、
9595
年
間
の
三
校

年
間
の
三
校

の
歴
史
年
表
の
掲
出
、
校
歌
・

の
歴
史
年
表
の
掲
出
、
校
歌
・

学
生
歌
・
寮
歌
・
記
念
祭
歌
の

学
生
歌
・
寮
歌
・
記
念
祭
歌
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
な
ど
を
行
い
ま

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

し
た
。

恒
例
の
日
曜
日
の
合
唱
イ
ベ

恒
例
の
日
曜
日
の
合
唱
イ
ベ

ン
ト
は
、
昨
年
よ
り
参
加
者
が

ン
ト
は
、
昨
年
よ
り
参
加
者
が

減
っ
て
少
し
残
念
な
結
果
で
し

減
っ
て
少
し
残
念
な
結
果
で
し

た
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
な
ど
に
旧

た
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
な
ど
に
旧

制
時
代
か
ら
の
学
生
歌
・
寮
歌
・

制
時
代
か
ら
の
学
生
歌
・
寮
歌
・

記
念
祭
歌
な
ど
を
披
露
す
る
こ

記
念
祭
歌
な
ど
を
披
露
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

と
が
出
来
ま
し
た
。

同
窓
会
で
は
、
今
年
の
記
念

同
窓
会
で
は
、
今
年
の
記
念

祭
で
も
同
窓
会
ル
ー
ム
「
八
雲

祭
で
も
同
窓
会
ル
ー
ム
「
八
雲

が
丘
の
集
い
」
を
出
展
予
定
で

が
丘
の
集
い
」
を
出
展
予
定
で

す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
飲
み
物
も

す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
飲
み
物
も

用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う

用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ぞ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

今年も名物 T ポイントに垂れ幕同窓会ルームには在校生も同窓会ルーム「八雲が丘の集い」出展

科学部　展示　　
集まれ化学の森

６D　劇　　
時をかける少女

メディアアート研究会　展示 ６B　劇　　
翔んで埼玉

６A　劇　　
１２人の怒れる者たち

写真部展示
「日常と非日常」

創作部　展示　　
こってこ展

写真部　展示　　
レトロ

日本文化部かるた班　　
いにしへの

図書委員会　イベント　
古本市

日本文化部茶道班　食物模擬　　
桜庵柿の木茶会

水泳部　食物模擬　　
すいすいゼリー

美術部　展示　　
絵美展

10
か
月
間
の

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ出現できなかった

ポスター、
ごめんね

い
ま
こ
こ
に

10
か
月
前
の
ポ
ス
タ
ー
28
枚
が

突
如
、
時
空
を
超
え
て
出
現
！

今年の記念祭は今年の記念祭は
９月6日（土）、
９月7日（日）です

ぜひ
おいでください
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え
て
い
ま
す
。
場
所
は
「
九
州
」、「
旅
行
は

え
て
い
ま
す
。
場
所
は
「
九
州
」、「
旅
行
は

複
数
人
で
実
施
」
の
基
本
ル
ー
ル
を
決
め
、

複
数
人
で
実
施
」
の
基
本
ル
ー
ル
を
決
め
、

後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
企
画
す
る
と
い
う
旅
行
に

後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
企
画
す
る
と
い
う
旅
行
に

な
り
ま
し
た
。

な
り
ま
し
た
。

Ａ
組
は
「
ク
ラ
ス
単
位
で
の
行
動
し
よ
う
」

Ａ
組
は
「
ク
ラ
ス
単
位
で
の
行
動
し
よ
う
」

と
決
め
、
バ
ス
で
周
遊
し
ま
し
た
。
２
、３
人

と
決
め
、
バ
ス
で
周
遊
し
ま
し
た
。
２
、３
人

を
１
グ
ル
ー
プ
と
し
て
修
学
旅
行
を
実
施
し

を
１
グ
ル
ー
プ
と
し
て
修
学
旅
行
を
実
施
し

た
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
後
日
談
と
し
て

た
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
後
日
談
と
し
て

聞
い
た
の
が
、
見
学
施
設
で
、
人
数
が
少
な

聞
い
た
の
が
、
見
学
施
設
で
、
人
数
が
少
な

い
た
め
修
学
旅
行
生
と
思
っ
て
も
ら
え
ず
、

い
た
め
修
学
旅
行
生
と
思
っ
て
も
ら
え
ず
、

修
学
旅
行
割
に
し
て
も
ら
う
た
め
に
苦
労
し

修
学
旅
行
割
に
し
て
も
ら
う
た
め
に
苦
労
し

た
と
か
。

た
と
か
。

個
人
的
に
思
い
入
れ
が
あ
る
の
が
、
記
念

個
人
的
に
思
い
入
れ
が
あ
る
の
が
、
記
念

祭
の
「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」
で
す
。
諸
事
情
で
中

祭
の
「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」
で
す
。
諸
事
情
で
中

止
に
な
り
、
復
活
の
た
め
、
先
生
方
と
の
協

止
に
な
り
、
復
活
の
た
め
、
先
生
方
と
の
協

議
を
続
け
ま
し
た
。

議
を
続
け
ま
し
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く  

）

盛んな同期会・クラス会レポート

ま
さ
し
く
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
器
」
を
焼

ま
さ
し
く
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
器
」
を
焼

き
上
げ
た
時
期
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

き
上
げ
た
時
期
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

卒
業
し
て
か
ら
、
皆
、
自
身
の
器
に
注
ぐ
美

卒
業
し
て
か
ら
、
皆
、
自
身
の
器
に
注
ぐ
美

酒
を
醸
し
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

酒
を
醸
し
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
日
は
、
よ
う
や
く
美
酒
の
封
を
切
り
、

こ
の
日
は
、
よ
う
や
く
美
酒
の
封
を
切
り
、

堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま

堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
す
。来

賓
と
し
て
地
学
の
久
野
猛
先
生
、
数
学

来
賓
と
し
て
地
学
の
久
野
猛
先
生
、
数
学

の
岸
修
先
生
、
英
語
の
加
藤
良
雄
先
生
、
日

の
岸
修
先
生
、
英
語
の
加
藤
良
雄
先
生
、
日

本
史
の
吉
田
夏
生
先
生
が
駆
け
つ
け
て
く
れ

本
史
の
吉
田
夏
生
先
生
が
駆
け
つ
け
て
く
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

会
は
久
野
先
生
の
乾
杯
の
音
頭
で
開
会
。

会
は
久
野
先
生
の
乾
杯
の
音
頭
で
開
会
。

ま
ず
は
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
分
か
れ
た
テ
ー
ブ

ま
ず
は
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
分
か
れ
た
テ
ー
ブ

ル
で
歓
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。
全
員
が
ネ
ー

ル
で
歓
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。
全
員
が
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
を
首
か
ら
ぶ
ら
下
げ
て
い
ま
す
。

ム
プ
レ
ー
ト
を
首
か
ら
ぶ
ら
下
げ
て
い
ま
す
。

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の
色
は
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
の

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の
色
は
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
の

ク
ラ
ス
カ
ラ
ー
で
す
。
こ
の
色
を
目
に
し
、

ク
ラ
ス
カ
ラ
ー
で
す
。
こ
の
色
を
目
に
し
、

当
時
の
こ
と
を
思
い
出
す
き
っ
か
け
に
な
っ

当
時
の
こ
と
を
思
い
出
す
き
っ
か
け
に
な
っ

た
方
も
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
方
も
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

は
じ
め
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
昔
話
に
花
を
咲

は
じ
め
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
昔
話
に
花
を
咲

か
せ
て
し
ま
し
た
が
、
次
第
に
ク
ラ
ス
の
テ
ー

か
せ
て
し
ま
し
た
が
、
次
第
に
ク
ラ
ス
の
テ
ー

ブ
ル
を
離
れ
、
他
ク
ラ
ス
の
同
窓
生
の
も
と

ブ
ル
を
離
れ
、
他
ク
ラ
ス
の
同
窓
生
の
も
と

へ
行
き
、
旧
交
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

へ
行
き
、
旧
交
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
高
校
時
代
の
写
真
が
次
々
と
映

会
場
に
は
高
校
時
代
の
写
真
が
次
々
と
映

し
出
さ
れ
、
十
代
の
自
分
た
ち
に
戻
っ
た
気

し
出
さ
れ
、
十
代
の
自
分
た
ち
に
戻
っ
た
気

分
に
な
り
ま
し
た
。

分
に
な
り
ま
し
た
。

振
り
返
る
と
、

振
り
返
る
と
、
2828
期
は
３
年
間
、
ク
ラ
ス

期
は
３
年
間
、
ク
ラ
ス

替
え
な
く
、
ク
ラ
ス
の
ま
と
ま
り
は
よ
か
っ

替
え
な
く
、
ク
ラ
ス
の
ま
と
ま
り
は
よ
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
盛
り
上
が
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
盛
り
上
が
っ

た
話
題
の
一
つ
が
２
年
生
の
時
の
修
学
旅
行

た
話
題
の
一
つ
が
２
年
生
の
時
の
修
学
旅
行

が
九
州
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
修
学
旅
行
委
員

が
九
州
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
修
学
旅
行
委
員

会
を
作
り
、「
ど
の
よ
う
な
形
の
修
学
旅
行
が

会
を
作
り
、「
ど
の
よ
う
な
形
の
修
学
旅
行
が

ふ
さ
わ
し
い
の
か
」
と
議
論
し
た
こ
と
を
覚

ふ
さ
わ
し
い
の
か
」
と
議
論
し
た
こ
と
を
覚

開
催
日
：
２
０
２
４
年
５
月
19
日

会　

場
：
レ
ス
ト
ラ
ン
一
軒
家

　
イ
タ
リ
ア
ン
「
E
L
S
A 

新
宿
本
店
」

参
加
者
：
18
人

お
よ
そ

お
よ
そ
1010
年
ぶ
り
に

年
ぶ
り
に
2323
期
Ｅ
組
ク
ラ
ス
会

期
Ｅ
組
ク
ラ
ス
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
５
年
前
に
企
画

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
５
年
前
に
企
画

し
た
し
た
2323
期
同
窓
会
が
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
立
ち
消

期
同
窓
会
が
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
立
ち
消

え
に
な
り
、
代
わ
り
に
Ｅ
組
の
ク
ラ
ス
会
と

え
に
な
り
、
代
わ
り
に
Ｅ
組
の
ク
ラ
ス
会
と

し
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

し
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
1818
名
（
男

名
（
男

子子
1010
名
女
子
８
名
、
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
２

名
女
子
８
名
、
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
２

名
）
の
参
加
と
な
り
、
中
に
は
卒
業
以
来

名
）
の
参
加
と
な
り
、
中
に
は
卒
業
以
来
5050

年
ぶ
り
に
会
う
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
も
お
り
、
会

年
ぶ
り
に
会
う
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
も
お
り
、
会

場
の
パ
ー
テ
ィ
ル
ー
ム
も
広
く
、
会
の
冒
頭

場
の
パ
ー
テ
ィ
ル
ー
ム
も
広
く
、
会
の
冒
頭

で
は
一
人
ひ
と
り
が
今
だ
か
ら
話
せ
る
高
校

で
は
一
人
ひ
と
り
が
今
だ
か
ら
話
せ
る
高
校

時
代
の
秘
話
な
ど
の
紹
介
等
も
行
い
、
懐
か

時
代
の
秘
話
な
ど
の
紹
介
等
も
行
い
、
懐
か

し
い
話
で
皆
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

し
い
話
で
皆
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
予
定
の
２
時
間
半
を
超
え

あ
っ
と
い
う
間
に
予
定
の
２
時
間
半
を
超
え

３
時
間
余
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

３
時
間
余
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
後
に
参
加
者
か
ら
、
今
回

が
出
来
ま
し
た
。
後
に
参
加
者
か
ら
、
今
回

は
実
現
で
き
な
か
っ
た
桜
修
館
の
教
室
を
ク

は
実
現
で
き
な
か
っ
た
桜
修
館
の
教
室
を
ク

ラ
ス
会
の
集
合
場
所
と
し
て
お
借
り
で
き
れ

ラ
ス
会
の
集
合
場
所
と
し
て
お
借
り
で
き
れ

ば
と
の
意
見
も
あ
り
、
次
回
開
催
予
定
の

ば
と
の
意
見
も
あ
り
、
次
回
開
催
予
定
の

２
０
２
６
年
に
向
け
、

２
０
２
６
年
に
向
け
、
5050
年
前
の
高
校
時
代

年
前
の
高
校
時
代

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
事
を
期
待
す
る
声

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
事
を
期
待
す
る
声

も
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
（
小
島　

透
・
記
）

も
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
（
小
島　

透
・
記
）

開
催
日
：
２
０
２
４
年
７
月
６
日

場　

所
：
恵
比
寿
イ
ー
ス
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

参
加
者
：
99
名

2828
期
の
Ａ
組
か
ら
Ｆ
組
ま
で
の
皆
が
顔
を

期
の
Ａ
組
か
ら
Ｆ
組
ま
で
の
皆
が
顔
を

合
わ
せ
る
同
窓
会
が
卒
業
以
来
、
初
め
て
開

合
わ
せ
る
同
窓
会
が
卒
業
以
来
、
初
め
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

催
さ
れ
ま
し
た
。

6060
歳
と
な
る
節
目
の
年
に
「
還
暦
同
窓
会
」

歳
と
な
る
節
目
の
年
に
「
還
暦
同
窓
会
」

を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
難
と

を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
難
と

も
い
え
る
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
４
年
遅
れ
の

も
い
え
る
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
４
年
遅
れ
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
し
た
の
は
１
９
７
８
年
３
月
。
翌
月

卒
業
し
た
の
は
１
９
７
８
年
３
月
。
翌
月

に
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
」

に
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
」

の
解
散
が
控
え
て
い
ま
し
た
。
気
が
付
く
と

の
解
散
が
控
え
て
い
ま
し
た
。
気
が
付
く
と

4646
年
が
経
っ
て
い
ま
す
。

年
が
経
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
が
違
い
、
再
会
が
卒
業
以
来
の
同

ク
ラ
ス
が
違
い
、
再
会
が
卒
業
以
来
の
同

窓
生
も
多
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
誰
が
言
っ

窓
生
も
多
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
誰
が
言
っ

た
か
忘
れ
ま
し
た
が
、
貴
重
な
体
験
を
「
器
」

た
か
忘
れ
ま
し
た
が
、
貴
重
な
体
験
を
「
器
」

に
例
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
高
校
時
代
は

に
例
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
高
校
時
代
は

23
期
Ｅ
組
ク
ラ
ス
会

28
期
同
期
会
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開
催
日
：
２
０
２
４
年
10
月
22
日

会　

場
：
自
由
が
丘
イ
タ
リ
ア
ン

　

レ
ス
ト
ラ
ン
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
ズ
」

参
加
者
：
45
名

　

１
９
９
２
年
に

　

１
９
９
２
年
に
2525
年
振
り
に
開
催
さ
れ

年
振
り
に
開
催
さ
れ

たた
1313
期
同
期
会
は
、
し
ば
ら
く
休
会
の
後

期
同
期
会
は
、
し
ば
ら
く
休
会
の
後

２
０
０
０
年
に
再
開
さ
れ
、
そ
の
後
各
ク

２
０
０
０
年
に
再
開
さ
れ
、
そ
の
後
各
ク

ラ
ス
の
持
ち
回
り
制
で
毎
年
継
続
し
て
開
催

ラ
ス
の
持
ち
回
り
制
で
毎
年
継
続
し
て
開
催

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
喜
寿
記
念

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
喜
寿
記
念

同
期
会
と
し
て
全
ク
ラ
ス
の
幹
事
が
合
同
で

同
期
会
と
し
て
全
ク
ラ
ス
の
幹
事
が
合
同
で

開
催
準
備
を
進
め
る
中
、
世
界
的
パ
ン
デ

開
催
準
備
を
進
め
る
中
、
世
界
的
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
、
や
む
な

ミ
ッ
ク
の
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
、
や
む
な

16
期
G
組
ク
ラ
ス
会

盛んな同期会・クラス会レポート
　

制
服
も
な
く
、
髪
型
に
規
制
も
な
く
「
自

　

制
服
も
な
く
、
髪
型
に
規
制
も
な
く
「
自

由
」で
し
た
。
大
人
び
た
高
校
３
年
間
で
し
た
。

由
」で
し
た
。
大
人
び
た
高
校
３
年
間
で
し
た
。

高
校
時
代
の
肩
ま
で
伸
ば
し
た
髪
の
自
分
が

高
校
時
代
の
肩
ま
で
伸
ば
し
た
髪
の
自
分
が

写
っ
て
い
る
写
真
を
見
る
と
、
赤
面
し
ま
す
。

写
っ
て
い
る
写
真
を
見
る
と
、
赤
面
し
ま
す
。

　

手
元
に
当
時
の
修
学
旅
行
た
め
に
作
成
し

　

手
元
に
当
時
の
修
学
旅
行
た
め
に
作
成
し

た
「
火
の
国
へ
」
が
あ
り
ま
す
。
国
語
の
小

た
「
火
の
国
へ
」
が
あ
り
ま
す
。
国
語
の
小

野
牧
夫
先
生
（
故
人
）
が
修
学
旅
行
に
つ
い

野
牧
夫
先
生
（
故
人
）
が
修
学
旅
行
に
つ
い

て
「
自
然
の
ま
ま
の
自
分
が
、
ぶ
厚
い
歴
史

て
「
自
然
の
ま
ま
の
自
分
が
、
ぶ
厚
い
歴
史

や
大
き
な
自
然
に
そ
っ
と
触
れ
る
時
」
だ
と

や
大
き
な
自
然
に
そ
っ
と
触
れ
る
時
」
だ
と

記
し
て
い
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
同
窓
生
は
皆
、

記
し
て
い
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
同
窓
生
は
皆
、

卒
業
後
、
修
学
旅
行
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、

卒
業
後
、
修
学
旅
行
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、

「
自
然
の
ま
ま
の
自
分
」
で
様
々
な
出
来
事
と

「
自
然
の
ま
ま
の
自
分
」
で
様
々
な
出
来
事
と

「
そ
っ
と
触
れ
て
き
た
時
間
」
を
過
ご
し
て
き

「
そ
っ
と
触
れ
て
き
た
時
間
」
を
過
ご
し
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
間
も
「
自

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
間
も
「
自

然
の
ま
ま
」
で
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

然
の
ま
ま
」
で
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

	

◇

	

◇　
　

◇　
　

　
　

◇　
　

  

◇◇

　

同
窓
会
企
画
が
浮
上
し
、
各
ク
ラ
ス
の
幹

　

同
窓
会
企
画
が
浮
上
し
、
各
ク
ラ
ス
の
幹

事
会
が
開
か
れ
た
の
は
２
０
１
８
年
４
月
で

事
会
が
開
か
れ
た
の
は
２
０
１
８
年
４
月
で

し
た
。
久
野
先
生
か
ら
「
還
暦
に
な
る
年
に

し
た
。
久
野
先
生
か
ら
「
還
暦
に
な
る
年
に

同
窓
会
を
や
っ
た
ら
ど
う
か
」
と
の
提
案
が

同
窓
会
を
や
っ
た
ら
ど
う
か
」
と
の
提
案
が

き
っ
か
け
で
す
。
幹
事
は
何
度
も
集
ま
り
、

き
っ
か
け
で
す
。
幹
事
は
何
度
も
集
ま
り
、

会
場
探
し
な
ど
を
話
し
あ
い
、
２
０
２
０
年

会
場
探
し
な
ど
を
話
し
あ
い
、
２
０
２
０
年

４
月
開
催
を
目
指
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ

４
月
開
催
を
目
指
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ

ロ
ナ
禍
で
中
止
。
幹
事
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

ロ
ナ
禍
で
中
止
。
幹
事
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。「
喜
寿
同
窓
会
」
も
開
催
で
き
る

様
で
し
た
。「
喜
寿
同
窓
会
」
も
開
催
で
き
る

と
い
い
で
す
ね
。　
（

と
い
い
で
す
ね
。　
（
2828
期期  

安
部
文
晴
・
記
）

安
部
文
晴
・
記
）

  

開
催
日
：
２
０
２
４
年
10
月
19
日

会　

場
：
渋
谷
パ
ン
ダ
レ
ス
ト
ラ
ン

参
加
者
：
14
名

　
　

喜
寿

　
　

喜
寿
7777
歳
を
迎
え
る
年
の
ク
ラ
ス
会
と

歳
を
迎
え
る
年
の
ク
ラ
ス
会
と

な
り
な
り
1515　

１　

　

１　

1414
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。  

今今

年
は
皆
さ
ん
何
と
か
元
気
で
お
過
ご
し
の
ご

年
は
皆
さ
ん
何
と
か
元
気
で
お
過
ご
し
の
ご

様
子
、

様
子
、  

訃
報
も
な
く
久
々
の
顔
ぶ
れ
も
加
え

訃
報
も
な
く
久
々
の
顔
ぶ
れ
も
加
え

に
ぎ
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
の

に
ぎ
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
の

近
況
で
は
昔
の
鬱
の
話
し
や
、
癌
闘
病
記

近
況
で
は
昔
の
鬱
の
話
し
や
、
癌
闘
病
記

や
ら
白
内
障
と
か
健
康
談
義
に
花
を
咲
か
せ

や
ら
白
内
障
と
か
健
康
談
義
に
花
を
咲
か
せ

老
々
介
護
、
独
居
老
人
や
断
捨
離
、
リ
サ
イ

老
々
介
護
、
独
居
老
人
や
断
捨
離
、
リ
サ
イ

ク
ル
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
関
心
事
で

ク
ル
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
関
心
事
で

話
し
が
は
ず
み
ま
し
た
。
来
年
も

話
し
が
は
ず
み
ま
し
た
。
来
年
も
1010
月月
1818
日日

（（
土土
））
渋
谷
パ
ン
ダ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
催
予
定

渋
谷
パ
ン
ダ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
催
予
定

を
楽
し
み
に
散
会
。
次
回
は
是
非

を
楽
し
み
に
散
会
。
次
回
は
是
非
､､    

皆
様
と

皆
様
と

お
会
い
し
た
い
で
す
。　
　

お
会
い
し
た
い
で
す
。　
　
（（
兼
田
一
晴
・
記
）

兼
田
一
晴
・
記
）

く
開
催
を
見
合
せ
て
き
ま
し
た
。
猛
威
を
ふ

く
開
催
を
見
合
せ
て
き
ま
し
た
。
猛
威
を
ふ

る
っ
た
コ
ロ
ナ
も
沈
静
化
の
兆
し
が
見
え
た

る
っ
た
コ
ロ
ナ
も
沈
静
化
の
兆
し
が
見
え
た

２
０
２
４
年
、
開
催
を
望
む
同
期
の
方
々
か

２
０
２
４
年
、
開
催
を
望
む
同
期
の
方
々
か

ら
の
声
に
押
さ
れ
、「
傘
寿
記
念
同
期
会
」
と

ら
の
声
に
押
さ
れ
、「
傘
寿
記
念
同
期
会
」
と

し
て
久
し
振
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

し
て
久
し
振
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
参
加
予
定
の
ほ
ぼ
全
員
に
お
集
ま

　

当
日
は
参
加
予
定
の
ほ
ぼ
全
員
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
賑
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
た

り
い
た
だ
き
、
賑
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
た

後
、
次
回
２
０
２
５
年
は
Ｃ
組
が
担
当
幹
事

後
、
次
回
２
０
２
５
年
は
Ｃ
組
が
担
当
幹
事

に
指
名
さ
れ
、
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。
久
々

に
指
名
さ
れ
、
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。
久
々

の
開
催
で
し
た
が
、
参
加
の
皆
さ
ん
は
思
い

の
開
催
で
し
た
が
、
参
加
の
皆
さ
ん
は
思
い

出
話
や
近
況
報
告
な
ど
楽
し
い
時
間
を
す
ご

出
話
や
近
況
報
告
な
ど
楽
し
い
時
間
を
す
ご

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
斉
藤
充
孝
・
記
）

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
斉
藤
充
孝
・
記
）

開
催
日
：
２
０
２
４
年
11
月
２
日 

会　

場
：
X
E
X 

日
本
橋

　
S
a
lva
to
r
e 

C
u
o
m
o 

B
r
o
s.  

参
加
者
：
69
名　

　

高
校
を
卒
業
し
て

　

高
校
を
卒
業
し
て
2020
年
が
過
ぎ
、

年
が
過
ぎ
、

C
O
V
I

C
O
V
I
DD
　　

1919
が
５
類
に
移
行
さ
れ
た
年
と

が
５
類
に
移
行
さ
れ
た
年
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
恩
師
の
先
生
方
３
名
を

い
う
こ
と
も
あ
り
、
恩
師
の
先
生
方
３
名
を

お
迎
え
し
て
卒
業
生

お
迎
え
し
て
卒
業
生
6666
名
で
の
同
窓
会
を
開

名
で
の
同
窓
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
久
々
に
集
ま
る
と
い
う
こ
と

催
し
ま
し
た
。
久
々
に
集
ま
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
大
多
数
が
行
く
ま
で
は
ド
キ
ド
キ

も
あ
り
、
大
多
数
が
行
く
ま
で
は
ド
キ
ド
キ

不
安
だ
っ
た
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
で
す

不
安
だ
っ
た
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
で
す

が
、
集
ま
っ
て
み
れ
ば
当
時
の
仲
の
良
さ
で

が
、
集
ま
っ
て
み
れ
ば
当
時
の
仲
の
良
さ
で

打
ち
解
け
、
高
校
の
時
に
は
あ
ま
り
話
さ
な

打
ち
解
け
、
高
校
の
時
に
は
あ
ま
り
話
さ
な

か
っ
た
人
達
と
も
色
々
話
し
て
、
と
て
も
楽

か
っ
た
人
達
と
も
色
々
話
し
て
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
と
い
う
お
言
葉
を
沢
山
頂
け
ま
し
た
。

し
か
っ
た
と
い
う
お
言
葉
を
沢
山
頂
け
ま
し
た
。

　

進
行
中
は
先
生
方
か
ら
の
懐
か
し
い
お
言

　

進
行
中
は
先
生
方
か
ら
の
懐
か
し
い
お
言

葉
を
頂
き
、
ク
イ
ズ
大
会
を
ク
ラ
ス
対
抗
で

葉
を
頂
き
、
ク
イ
ズ
大
会
を
ク
ラ
ス
対
抗
で

行
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
り
と
あ
っ
と
い
う
間
の

行
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
り
と
あ
っ
と
い
う
間
の

13
期
傘
寿
記
念
同
期
会

52
期
同
期
会　

-
＝
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お
、
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
仲
間
も
多
く
、

お
、
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
仲
間
も
多
く
、

当
時
か
ら
の
つ
な
が
り
が
今
で
も
続
い
て
い

当
時
か
ら
の
つ
な
が
り
が
今
で
も
続
い
て
い

る
人
も
い
る
事
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

る
人
も
い
る
事
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

外
見
こ
そ
す
っ
か
り
大
人
に
な
っ
て
い
た

　

外
見
こ
そ
す
っ
か
り
大
人
に
な
っ
て
い
た

も
の
の
、
話
し
方
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
あ
の
頃

も
の
の
、
話
し
方
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
あ
の
頃

の
ま
ま
で
、「
実
は
当
時
こ
ん
な
話
が
あ
っ
た
」

の
ま
ま
で
、「
実
は
当
時
こ
ん
な
話
が
あ
っ
た
」

と
い
っ
た
思
い
出
や
裏
話
も
飛
び
出
し
、
会

と
い
っ
た
思
い
出
や
裏
話
も
飛
び
出
し
、
会

場
は
終
始
賑
や
か
な
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

場
は
終
始
賑
や
か
な
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

町
田
先
生
は
ご
事
情
も
あ
り
、
今
回
は
参
加
さ

町
田
先
生
は
ご
事
情
も
あ
り
、
今
回
は
参
加
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
心
の
こ
も
っ
た
お
手

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
心
の
こ
も
っ
た
お
手

紙
を
寄
せ
て
く
だ
さ
り
、
全
員
で
懐
か
し
く
拝

紙
を
寄
せ
て
く
だ
さ
り
、
全
員
で
懐
か
し
く
拝

読
し
ま
し
た
。
暖
か
い
雰
囲
気
の
中
、
幾
ら

読
し
ま
し
た
。
暖
か
い
雰
囲
気
の
中
、
幾
ら

話
し
て
も
会
話
が
尽
き
ぬ
く
ら
い
、
楽
し
い
場

話
し
て
も
会
話
が
尽
き
ぬ
く
ら
い
、
楽
し
い
場

と
な
り
ま
し
た
。
次
回
も
多
く
の
仲
間
と
再

と
な
り
ま
し
た
。
次
回
も
多
く
の
仲
間
と
再

会
で
き
る
こ
と
を
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

会
で
き
る
こ
と
を
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
綿
貫
文
人
・
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
綿
貫
文
人
・
記
）

盛んな同期会・クラス会レポート

開
催
日
：
２
０
２
５
年
５
月
18
日

会　

場
：
b
a
l
l
o
b
a
l
l
o
渋
谷
店

参
加
数
：
63
名

　

２
０
１
９
年

　

２
０
１
９
年
1010
月
の
Ｈ
Ｃ
Ｄ
か
ら
５
年
経

月
の
Ｈ
Ｃ
Ｄ
か
ら
５
年
経

過
。
当
初
は
喜
寿
を
迎
え
る
２
０
２
７
年
を

過
。
当
初
は
喜
寿
を
迎
え
る
２
０
２
７
年
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
疲
れ
も

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
疲
れ
も

見
え
て
き
て
お
り
、
２
年
早
め
て
５
月
に
同

見
え
て
き
て
お
り
、
２
年
早
め
て
５
月
に
同

期
会
を
開
催
。
思
い
出
話
、
近
況
報
告
で
盛

期
会
を
開
催
。
思
い
出
話
、
近
況
報
告
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

健
康
の
た
め
に
沢
山
し
ゃ
べ
っ
て
、
沢
山

　

健
康
の
た
め
に
沢
山
し
ゃ
べ
っ
て
、
沢
山

笑
う
狙
い
は
達
成
で
き
た
か
な
？　

余
興
と

笑
う
狙
い
は
達
成
で
き
た
か
な
？　

余
興
と

し
て
吹
同
Ｏ
Ｂ
の
鷲
沢
さ
ん
に
よ
る
校
歌
、

し
て
吹
同
Ｏ
Ｂ
の
鷲
沢
さ
ん
に
よ
る
校
歌
、

学
生
歌
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
、
持
田
さ
ん

学
生
歌
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
、
持
田
さ
ん

に
よ
る
弾
き
語
り
。
他
に
興
味
深
い
ス
ピ
ー

に
よ
る
弾
き
語
り
。
他
に
興
味
深
い
ス
ピ
ー

チ
を
い
く
つ
も
頂
き
ま
し
た
。

チ
を
い
く
つ
も
頂
き
ま
し
た
。

　

又
、
４
年
後
に
旧
制
府
立
高
等
学
校
設
立

　

又
、
４
年
後
に
旧
制
府
立
高
等
学
校
設
立

（
１
９
２
９
年
）
か
ら
百
周
年
を
迎
え
る
に
あ

（
１
９
２
９
年
）
か
ら
百
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
、
百
周
年
事
業
支
援
を
目
的
と
す
る

た
っ
て
、
百
周
年
事
業
支
援
を
目
的
と
す
る

寄
付
を
募
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

寄
付
を
募
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　　

1919
期
は
昭

期
は
昭
4141
年
入
学
。
男
子
２
０
０
名
、　

年
入
学
。
男
子
２
０
０
名
、　

女
子
１
０
０
名
。　

今
年
度
に

女
子
１
０
０
名
。　

今
年
度
に
7575
歳
に
な
り

歳
に
な
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
宮
邦
彦
・
記
）

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
宮
邦
彦
・
記
）

（
注
）
今
回
、
同
期
の
集
ま
り
に
つ
い
て
は
本
文
で
「
同

（
注
）
今
回
、
同
期
の
集
ま
り
に
つ
い
て
は
本
文
で
「
同

窓
会
」
と
表
記
し
て
あ
っ
て
も
、
タ
イ
ト
ル
は
「
同
期
会
」

窓
会
」
と
表
記
し
て
あ
っ
て
も
、
タ
イ
ト
ル
は
「
同
期
会
」

に
統
一
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

に
統
一
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

44
期
C
組
ク
ラ
ス
会

同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
開
催
で
、

同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
開
催
で
、

久
々
に
連
絡
を
取
り
合
っ
た
り
、
繋
が
れ
る

久
々
に
連
絡
を
取
り
合
っ
た
り
、
繋
が
れ
る

キ
ッ
カ
ケ
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。　

キ
ッ
カ
ケ
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
渡
辺
雪
代
・
記
）

（
渡
辺
雪
代
・
記
）

開
催
日
：
２
０
２
５
年
１
月
12
日

会　

場
：
祢
保
希（
ね
ぼ
け
） 新
宿
店

出
席
者
：
16
名

　

２
０
２
５
年
最
初
の
連
休
を
利
用
し
、
コ
ロ

　

２
０
２
５
年
最
初
の
連
休
を
利
用
し
、
コ
ロ

ナ
禍
後
、
久
し
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会
を
新
宿
の

ナ
禍
後
、
久
し
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会
を
新
宿
の

祢
保
希
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
私
に
と
っ

祢
保
希
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
私
に
と
っ

て
初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
あ

て
初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
あ

た
た
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
す
ぐ
に
高
校

た
た
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
す
ぐ
に
高
校

時
代
の
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

時
代
の
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

初
め
こ
そ
久
し
ぶ
り
な
感
じ
も
あ
り
ま
し

　

初
め
こ
そ
久
し
ぶ
り
な
感
じ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
直
ぐ
に
高
校
時
代
の
会
話
の
テ
ン
ポ

た
が
、
直
ぐ
に
高
校
時
代
の
会
話
の
テ
ン
ポ

に
な
り
、
一
人
ず
つ
改
め
て
自
己
紹
介
な
ど

に
な
り
、
一
人
ず
つ
改
め
て
自
己
紹
介
な
ど

し
な
が
ら
、
現
在
の
仕
事
や
暮
ら
し
に
つ
い

し
な
が
ら
、
現
在
の
仕
事
や
暮
ら
し
に
つ
い

て
語
り
合
い
ま
し
た
。
長
い
年
月
を
経
て
な

て
語
り
合
い
ま
し
た
。
長
い
年
月
を
経
て
な

19
期
同
期
会
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４
月
４
日
午
前
、

４
月
４
日
午
前
、
1818
期
都
高

期
都
高

硬
式
テ
ニ
ス
部

硬
式
テ
ニ
ス
部
O
B
O
B
・・
O
G
O
G

会
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
７
名
が

会
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
７
名
が

同
期
の
亡
き
堀
越
俊
明
君
を
追

同
期
の
亡
き
堀
越
俊
明
君
を
追

悼
す
る
た
め
に

悼
す
る
た
め
に
5858
年
ぶ
り
に
母

年
ぶ
り
に
母

校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
参
集
し

校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
参
集
し

た
。
た
。堀

越
君
は
左
腕
の
名
プ
レ
ー

堀
越
君
は
左
腕
の
名
プ
レ
ー

ヤ
ー
で
、
最
近
も
コ
ー
ト
を
自

ヤ
ー
で
、
最
近
も
コ
ー
ト
を
自

在
に
駆
け
回
っ
て
い
た
。
彼
が

在
に
駆
け
回
っ
て
い
た
。
彼
が

悲
運
に
見
舞
わ
れ
た
の
は
昨
年

悲
運
に
見
舞
わ
れ
た
の
は
昨
年

1212
月
の
こ
と
。
そ
の
日
も
コ
ー

月
の
こ
と
。
そ
の
日
も
コ
ー

ト
で
プ
レ
ー
の
最
中
、

ト
で
プ
レ
ー
の
最
中
、

突
如
、
心
臓
発
作
に
見

突
如
、
心
臓
発
作
に
見

舞
わ
れ
、
救
急
搬
送
さ

舞
わ
れ
、
救
急
搬
送
さ

れ
る
も
意
識
を
回
復
し

れ
る
も
意
識
を
回
復
し

な
い
ま
ま
、
今
年
の
元

な
い
ま
ま
、
今
年
の
元

旦
に
逝
去
さ
れ
た
。

旦
に
逝
去
さ
れ
た
。

彼
の
葬
儀
に
参
列
し

彼
の
葬
儀
に
参
列
し

たた
O
B
O
B
・・
O
G
O
G
会
メ
会
メ

ン
バ
ー
が
「
追
悼
テ
ニ

ン
バ
ー
が
「
追
悼
テ
ニ

ス
を
」
と
い
う
こ
と
で

ス
を
」
と
い
う
こ
と
で

一
致
。
さ
ら
に
「
出
来

一
致
。
さ
ら
に
「
出
来

る
な
ら
彼
と
の
思
い
出

る
な
ら
彼
と
の
思
い
出

の
コ
ー
ト
で
」
と
ま
で

の
コ
ー
ト
で
」
と
ま
で

思
い
は
募
っ
た
。

思
い
は
募
っ
た
。

そ
こ
で

そ
こ
で
O
B
O
B
・・
O
G
O
G

会
の
久
保
田
会
長
が

会
の
久
保
田
会
長
が

同
窓
会
の
嶋
津
和
行
理
事
長
、

同
窓
会
の
嶋
津
和
行
理
事
長
、

佐
藤
親
房
監
事
に
ご
相
談
し
た

佐
藤
親
房
監
事
に
ご
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
熱
心
に
学
校
へ
働
き

と
こ
ろ
、
熱
心
に
学
校
へ
働
き

か
け
て
下
さ
り
、
ご
了
解
を
得

か
け
て
下
さ
り
、
ご
了
解
を
得

て
追
悼
会
の
実
現
に
至
っ
た
。

て
追
悼
会
の
実
現
に
至
っ
た
。

お
二
人
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
申

お
二
人
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。　

し
上
げ
ま
す
。　

春
休
み
中
な
が
ら
桜
修
館
中

春
休
み
中
な
が
ら
桜
修
館
中

等
教
育
学
校
の
吉
識
晋
二
・
後

等
教
育
学
校
の
吉
識
晋
二
・
後

期
課
程
副
校
長
は
我
々
を
出

期
課
程
副
校
長
は
我
々
を
出

迎
え
て
下
さ
り
、
学
校
の
現
状

迎
え
て
下
さ
り
、
学
校
の
現
状

も
色
々
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

も
色
々
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

我
々
の
唐
突
な
お
願
い
を
理
解

我
々
の
唐
突
な
お
願
い
を
理
解

下
さ
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し

下
さ
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し

ま
す
。

ま
す
。

コ
ー
ト
サ
イ
ド
の
審
判
台
に

コ
ー
ト
サ
イ
ド
の
審
判
台
に

は
堀
越
君
の
遺
影
を
安
置
、
彼

は
堀
越
君
の
遺
影
を
安
置
、
彼

の
往
年
の
華
麗
な
ボ
レ
ー
に
想

の
往
年
の
華
麗
な
ボ
レ
ー
に
想

い
を
馳
せ
つ
つ
、
後
期
高
齢
者

い
を
馳
せ
つ
つ
、
後
期
高
齢
者

同
士
の
足
元
の
危
う
い
追
悼
プ

同
士
の
足
元
の
危
う
い
追
悼
プ

レ
ー
は
無
事
、
終
了
。

レ
ー
は
無
事
、
終
了
。

そ
の
後
、
都
立
大
学
駅
近
く

そ
の
後
、
都
立
大
学
駅
近
く

の
お
店
に
移
動
、
追
悼
会
第
二

の
お
店
に
移
動
、
追
悼
会
第
二

部
を
催
し
て
思
い
出
話
に
花
を

部
を
催
し
て
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
た
。
人
懐
こ
い
堀
越
君

咲
か
せ
た
。
人
懐
こ
い
堀
越
君

の
性
格
に
魅
か
れ
て
大
久
保
駅

の
性
格
に
魅
か
れ
て
大
久
保
駅

近
く
の
自
宅
に
入
り
浸
っ
た

近
く
の
自
宅
に
入
り
浸
っ
た

こ
と
、
彼
が
得
意
だ
っ
た
ボ
ブ

こ
と
、
彼
が
得
意
だ
っ
た
ボ
ブ

デ
ィ
ラ
ン
の
ギ
タ
ー
弾
き
語
り

デ
ィ
ラ
ン
の
ギ
タ
ー
弾
き
語
り

や
、「
や
、「
O
G
O
G
の
〇
〇
さ
ん
に
好

の
〇
〇
さ
ん
に
好

意
を
寄
せ
て
い
た
も
の
の
相
手

意
を
寄
せ
て
い
た
も
の
の
相
手

に
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
真

に
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
真

偽
不
明
の
噂
話
な
ど
な
ど
。

偽
不
明
の
噂
話
な
ど
な
ど
。

第
二
部
か
ら
の
参
加
も
含
め

第
二
部
か
ら
の
参
加
も
含
め

た
メ
ン
バ
ー

た
メ
ン
バ
ー
1010
名
は
以
下
の
通

名
は
以
下
の
通

り
。
久
保
田
純
司
、
黒
木
明
、

り
。
久
保
田
純
司
、
黒
木
明
、

山
本
高
士
、
中
津
川
（
旧
姓
近

山
本
高
士
、
中
津
川
（
旧
姓
近

藤
）
典
子
、
茶
谷
博
夫
、
加
納

藤
）
典
子
、
茶
谷
博
夫
、
加
納

慶
人
、
河
合
衛
、
石
橋
力
、
中

慶
人
、
河
合
衛
、
石
橋
力
、
中

平
（
同
上
野
）
敏
雄
、園
本
雄
司
。

平
（
同
上
野
）
敏
雄
、園
本
雄
司
。

硬
式
テ
ニ
ス
部
の
堀
越
君
追
悼
会

久
保
田
純
司
、
園
本
雄
司
・
18
期

事務局インフォメーション
 ●  桜修館２０周年記念事業
　桜修館中等教育学校は2006年に開校し、来春に　桜修館中等教育学校は2006年に開校し、来春に
開校20年を迎えます。今年３月には第14期生が卒開校20年を迎えます。今年３月には第14期生が卒
業し、桜修館卒業生の合計が2,000人を超えました。業し、桜修館卒業生の合計が2,000人を超えました。
東京都の公立中高一貫校の中でも実績、人気共に東京都の公立中高一貫校の中でも実績、人気共に
トップクラスの学校となっています。トップクラスの学校となっています。
　来年3月19日には、 20周年の記念式典がめぐろ　来年3月19日には、 20周年の記念式典がめぐろ
パーシモンホールで開催されます。また、記念誌パーシモンホールで開催されます。また、記念誌
の発行も予定されているようです。詳細が明らかにの発行も予定されているようです。詳細が明らかに
なった時点で、ホームページで明らかにしたいと思なった時点で、ホームページで明らかにしたいと思
います。います。
　同窓会からテントを寄贈
　20周年のお祝いに八雲が丘学友会からは、テント　20周年のお祝いに八雲が丘学友会からは、テント
４張りを寄贈いたしました。早速、５月に開催され４張りを寄贈いたしました。早速、５月に開催され
たクラスマッチで活用されています。クラス毎に四たクラスマッチで活用されています。クラス毎に四
色の色分けをした校章が印されています。さらに色の色分けをした校章が印されています。さらに
桜修館同窓会からも同じく４張りが贈られており、桜修館同窓会からも同じく４張りが贈られており、
前期・後期それぞれの単位で利用できるようになり前期・後期それぞれの単位で利用できるようになり
ました。ました。
　ちなみに10周年の時には、八雲が丘学友会から正　ちなみに10周年の時には、八雲が丘学友会から正
面玄関上の校舎壁面に校章を贈っています。面玄関上の校舎壁面に校章を贈っています。
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● 同窓会定期総会を開催
　２０２４年１０月２６日（土）、桜修館多目的ホールで	　２０２４年１０月２６日（土）、桜修館多目的ホールで	
同窓会総会が開催されました。前回、コロナ感染症に同窓会総会が開催されました。前回、コロナ感染症に
よる影響により一年遅れで開催したため、今回は２年よる影響により一年遅れで開催したため、今回は２年
ぶりの開催になりました。当日、出席者は36名、若干ぶりの開催になりました。当日、出席者は36名、若干
淋しい人数でした。淋しい人数でした。
　同窓会の理事長を１３年の長きに勤め上げられ、　同窓会の理事長を１３年の長きに勤め上げられ、
当会を牽引して頂いた宍戸迪武さんが退任されて、当会を牽引して頂いた宍戸迪武さんが退任されて、
新しい執行部が信任されました。宍戸さんは新しい執行部が信任されました。宍戸さんは１００ １００ 周周
年年記念事業の推進にお力を注いて頂けるとのことで記念事業の推進にお力を注いて頂けるとのことで
す。宍戸さんのこれまでの貢献に感謝の意を表するす。宍戸さんのこれまでの貢献に感謝の意を表する
とともに、今後ともお願い申し上げます。とともに、今後ともお願い申し上げます。
　また、総会終了後、会場を自由が丘の「Café＆Bar 　また、総会終了後、会場を自由が丘の「Café＆Bar 
Cerd」に場所を移し、懇親会を開催しました。コロナCerd」に場所を移し、懇親会を開催しました。コロナ
禍のため、長らくこのような会合は自制していまし禍のため、長らくこのような会合は自制していまし
が、久しぶりに同窓生が集まり、楽しい会話を交わすが、久しぶりに同窓生が集まり、楽しい会話を交わす
ことができました。ことができました。
活動報告　………………………………………………………

	 1　会報発行の現状	 1　会報発行の現状

	 2　名簿の管理状況	 2　名簿の管理状況

	 3   「八雲が丘ホームカミングー」の開催	 3   「八雲が丘ホームカミングー」の開催

	 4　八雲が丘学友会の活動	 4　八雲が丘学友会の活動

	 5　記念祭への取り組み	 5　記念祭への取り組み

	 6   「八雲が丘賞」	 6   「八雲が丘賞」

	 7　同窓会ホームページの管理	 7　同窓会ホームページの管理

	 8　学生歌、記念祭、寮歌の継承、保存	 8　学生歌、記念祭、寮歌の継承、保存

	 9　八雲が丘の再整備	 9　八雲が丘の再整備

会則一部改正と執行部の選出・紹介　……………………

	 1　会則改正：副理事長の設置	 1　会則改正：副理事長の設置

	 2　新執行部の体制	 2　新執行部の体制

今後の活動方針　………………………………………………

一、	 同総会会員の同窓生としての活動を支援し会員相	一、	 同総会会員の同窓生としての活動を支援し会員相	

	 互の親睦を深める、 	 互の親睦を深める、 

一、	 旧制府立高校以来の伝統、精神を受け継ぎ、桜修館	一、	 旧制府立高校以来の伝統、精神を受け継ぎ、桜修館	

	 に引き継いでゆく、 	 に引き継いでゆく、 

一、	 桜修館の発展、生徒の成長に寄与するなど、社会的一、	 桜修館の発展、生徒の成長に寄与するなど、社会的

	 に意義ある活動をする、	 に意義ある活動をする、

● ２０２５年度役員
理事長・ホームページ担当理事長・ホームページ担当 嶋津　和行嶋津　和行 （２６期）（２６期）

副理事長・名簿管理担当副理事長・名簿管理担当 石川　恵子石川　恵子 （３５期）（３５期）

常務理事・会計／HCD担当常務理事・会計／HCD担当 田中　聡美田中　聡美 （４３期）（４３期）

常務理事・音楽事業担当常務理事・音楽事業担当 佐藤　文行佐藤　文行 （１７期）（１７期）

常務理事・常務理事・百周年記念事業担当百周年記念事業担当 後宮　邦彦後宮　邦彦 （１９期）（１９期）

監事監事 簑原　利憲簑原　利憲 （１１期）（１１期）

佐藤　親房佐藤　親房 （１８期）（１８期）

顧問顧問 宍戸　迪武宍戸　迪武 （１３期）（１３期）

佐々木浩二佐々木浩二 （１５期）（１５期）

 ● 	 創立１００周年記念事業・寄付のお願い
　特集ページ（５面）にあるように、４年後の２０２９（令　特集ページ（５面）にあるように、４年後の２０２９（令
和11）年は、私たちの母校の前身・府立高等学校の創立和11）年は、私たちの母校の前身・府立高等学校の創立
から１００ 年の年です。から１００ 年の年です。
　昨年、桜修館内に、来年２０周年を迎える桜修館創立　昨年、桜修館内に、来年２０周年を迎える桜修館創立
２０２０周年と、府立高校創立からの周年と、府立高校創立からの１００ １００ 周年の記念事業周年の記念事業
を検討する「周年準備委員会」が設置されました。百周を検討する「周年準備委員会」が設置されました。百周
年記念誌の刊行、記念式典、記念講演会の開催、記念品年記念誌の刊行、記念式典、記念講演会の開催、記念品
の製作、記念映像作品の制作などが考えられています。の製作、記念映像作品の制作などが考えられています。
これらの実施に当たっては、八雲が丘学友会（３校同窓これらの実施に当たっては、八雲が丘学友会（３校同窓
会の連合組織）の財産を中心に、東京都の予算、桜修館会の連合組織）の財産を中心に、東京都の予算、桜修館
と都大附の二つの同窓会、およびＰＴＡからの寄付などと都大附の二つの同窓会、およびＰＴＡからの寄付など
で経費を賄います。で経費を賄います。
　昨年、本誌の呼びかけにより、　昨年、本誌の呼びかけにより、２０２０万円を超える寄付万円を超える寄付
を頂きました。記念事業成功のため、引き続き寄付をを頂きました。記念事業成功のため、引き続き寄付を
お願いいたします。お願いいたします。

 ●  ２０２４年度の会議ほか
２０２４年　…………………………………………………………

５月１８日	 ２０２３年度会計監査５月１８日	 ２０２３年度会計監査

５月２５日	 八雲が丘学友会５月２５日	 八雲が丘学友会

６月２９日	 上期 「理事・監事・評議員会議」６月２９日	 上期 「理事・監事・評議員会議」

７月１３日	 周年準備委員会７月１３日	 周年準備委員会

９月７日・８日	 第７６回記念祭９月７日・８日	 第７６回記念祭

９月９日	 第１２回 「八雲が丘賞」 表彰式９月９日	 第１２回 「八雲が丘賞」 表彰式

９月１４日	 八雲が丘学友会９月１４日	 八雲が丘学友会

１０月５日	 周年準備委員会１０月５日	 周年準備委員会

１０月２６日	 定期総会１０月２６日	 定期総会

１１月３０日	 第８回 「八雲が丘ホームカミングデー」１１月３０日	 第８回 「八雲が丘ホームカミングデー」

２０２５年　…………………………………………………………

１月２５日	 	 八雲が丘学友会１月２５日	 	 八雲が丘学友会

２月１日	 	 下期 「理事・監事・評議員会議」２月１日	 	 下期 「理事・監事・評議員会議」

２月２３日	 	 編集会議２月２３日	 	 編集会議

３月１６日	 	 編集会議３月１６日	 	 編集会議

３月１７日	 	 同窓会報制作関係者顔合わせ３月１７日	 	 同窓会報制作関係者顔合わせ

	 	（木下デザイン、奥村印刷）	 	（木下デザイン、奥村印刷）

４月２６日	 八雲が丘学友会４月２６日	 八雲が丘学友会

５月１１日	 ２０２４年度会計監査５月１１日	 ２０２４年度会計監査

 【寄付受け入れ口座 】
　みずほ銀行　都立大学駅前支店 （ 店番号１３３）　みずほ銀行　都立大学駅前支店 （ 店番号１３３）
　普通預金口座番号　１３３４４４４　　普通預金口座番号　１３３４４４４　
　名義　ヤクモガオカガクユウカイ  （八雲が丘学友会）　名義　ヤクモガオカガクユウカイ  （八雲が丘学友会）
ご寄付入金の際は、氏名の前に「卒業期・クラス」をご寄付入金の際は、氏名の前に「卒業期・クラス」を
入れてください。　　入れてください。　　　　

（例＝１３Aトリツハナコ）
旧制府立・都立卒業の方は、氏名の前に「フ」または旧制府立・都立卒業の方は、氏名の前に「フ」または
「ト」と卒業年を入れてください。「ト」と卒業年を入れてください。
（例＝フ１９フリツタロウ、　ト２３トリツジロウ）

事務局インフォメーション
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● 202４年度事業報告
　２０２４年度は１０月の定期総会で執行部が信任されて、新たな体制　２０２４年度は１０月の定期総会で執行部が信任されて、新たな体制
がスタートしました。今後も同窓生皆様の変わらぬご支援・ご鞭撻がスタートしました。今後も同窓生皆様の変わらぬご支援・ご鞭撻
をお願いいたします。をお願いいたします。
　定期総会は本来３年に一度ですが、前回、コロナ禍の影響により、　定期総会は本来３年に一度ですが、前回、コロナ禍の影響により、
一年遅れで開催したため、今回は２年ぶりでした。また、終了後、一年遅れで開催したため、今回は２年ぶりでした。また、終了後、
懇親会を行い、参加者の親睦を図ることができました。ただ、出席懇親会を行い、参加者の親睦を図ることができました。ただ、出席
者が36名と少し寂しい結果になりました。多くの皆さんに参加頂け者が36名と少し寂しい結果になりました。多くの皆さんに参加頂け
る形になるように検討したいと思います。る形になるように検討したいと思います。
　会報は２０２４年６月３０日にA４版１６ページを発行。９,０００部　会報は２０２４年６月３０日にA４版１６ページを発行。９,０００部
を印刷し国内外の会員に７,７４１部、恩師に１４５部を送付しました。を印刷し国内外の会員に７,７４１部、恩師に１４５部を送付しました。
ほかに桜修館職員、生徒、PTAに３００部を配布しました。ほかに桜修館職員、生徒、PTAに３００部を配布しました。
　名簿管理の現況ですが、２０２３年度の状況からは大きく変わらず、　名簿管理の現況ですが、２０２３年度の状況からは大きく変わらず、
住所判明者の数は減少傾向にあります。ホームカミング―デーの開住所判明者の数は減少傾向にあります。ホームカミング―デーの開
催による掘り起しが歯止めになっています。気掛かりな点は、近年、催による掘り起しが歯止めになっています。気掛かりな点は、近年、
会報受取拒否者が微増していることです。それぞれに事情があるこ会報受取拒否者が微増していることです。それぞれに事情があるこ
とを察しますが、同窓会を運営するものとして残念な気持ちです。とを察しますが、同窓会を運営するものとして残念な気持ちです。
また、当会に復帰されることを願ってやみません。また、当会に復帰されることを願ってやみません。
　第７６回記念祭は９月７日（土）、８日（日）の二日間で開催され、　第７６回記念祭は９月７日（土）、８日（日）の二日間で開催され、
同窓会ルーム「八雲が丘の集い」を出展、旧制府立高以来の文物、写同窓会ルーム「八雲が丘の集い」を出展、旧制府立高以来の文物、写
真の展示、歴史年表の掲出、学生歌・寮歌・記念祭歌のD V D を終日真の展示、歴史年表の掲出、学生歌・寮歌・記念祭歌のD V D を終日
放映したほか同窓会会員による学生歌・寮歌などの合唱イベントを放映したほか同窓会会員による学生歌・寮歌などの合唱イベントを
行いました（８、９面参照）。行いました（８、９面参照）。
　第１２回「八雲が丘賞」は、前期・後期とも目覚ましい活躍をして　第１２回「八雲が丘賞」は、前期・後期とも目覚ましい活躍をして
いる吹奏楽部が受賞し、記念祭の閉祭式での会場で表彰を行いまいる吹奏楽部が受賞し、記念祭の閉祭式での会場で表彰を行いま
した（６、７面参照）。した（６、７面参照）。
　第８回「八雲が丘ホームカミングで―」は１１月３０日に桜修館の　第８回「八雲が丘ホームカミングで―」は１１月３０日に桜修館の
「多目的ホール」で開催。第２４期、第４９期、桜修館第３期の皆さ「多目的ホール」で開催。第２４期、第４９期、桜修館第３期の皆さ
んが対象で、恩師２名を含む約１４０名が参加するという大盛況のんが対象で、恩師２名を含む約１４０名が参加するという大盛況の
もと行われました（２、３もと行われました（２、３、４、４面参照）。面参照）。
　八雲が丘学友会は５月、９月、２０２５年１月の３回開催され、桜修　八雲が丘学友会は５月、９月、２０２５年１月の３回開催され、桜修
館同窓会、学校、PTAとの情報交換が行われました。館同窓会、学校、PTAとの情報交換が行われました。

● 2024年度決算報告
　２０２４年度は、約３７万円の赤字決算になりました。　２０２４年度は、約３７万円の赤字決算になりました。
　現在、約１２００名の会員の方による会費納入と若干の寄付によ　現在、約１２００名の会員の方による会費納入と若干の寄付によ
り、２５４万円余りの収入に対して、支出は会報発行にかかる費用がり、２５４万円余りの収入に対して、支出は会報発行にかかる費用が
２１０万円と大半を占めています。赤字決算の主な原因は会費収入が２１０万円と大半を占めています。赤字決算の主な原因は会費収入が
前年よりも約１６万円減少したことと、会議費交際費が約１３万円前年よりも約１６万円減少したことと、会議費交際費が約１３万円
増加したことです。後者は総会と理事・監事・評議員会議の懇親会増加したことです。後者は総会と理事・監事・評議員会議の懇親会
に会費補助と支出していますが、飲食代そのものが高騰したことと、に会費補助と支出していますが、飲食代そのものが高騰したことと、
当日キャンセル者が続出するなど補填の費用が掛かりました。先の当日キャンセル者が続出するなど補填の費用が掛かりました。先の
理事・監事・評議員会議で会費補助の考え方について議論を行い、見理事・監事・評議員会議で会費補助の考え方について議論を行い、見
直しを図ることにしました。詳細はホームページの議事録を参照し直しを図ることにしました。詳細はホームページの議事録を参照し
てください。てください。
　また、会費収納に伴う支払手数料が納入金額の　また、会費収納に伴う支払手数料が納入金額の１０１０%を越えていま%を越えていま
す。コンビニ、ゆうちょう利用による支払いでは圧縮は困難であり、す。コンビニ、ゆうちょう利用による支払いでは圧縮は困難であり、
昨年度からPayPayによる納入を可能としていますが、まだ、利用率は昨年度からPayPayによる納入を可能としていますが、まだ、利用率は
低いです。今一度、低いです。今一度、１６１６面の「会費納入の仕方」をご参照願います。面の「会費納入の仕方」をご参照願います。
　昨年１０月に郵便料金が値上げされるなど、このままでは健全な同　昨年１０月に郵便料金が値上げされるなど、このままでは健全な同
窓会活動を行うには厳しい時代に入ると思われます。理事・監事・評窓会活動を行うには厳しい時代に入ると思われます。理事・監事・評
議員会議の場で年会費について議論を行い、次年度からは見直しを議員会議の場で年会費について議論を行い、次年度からは見直しを
図りたいと考えています。会員の皆様のご理解をお願いいたします。図りたいと考えています。会員の皆様のご理解をお願いいたします。

事務局インフォメーション

監査報告　　
財務諸表、帳簿、証憑等を精査し、上記決算書に
誤りがないことを確認します。　　2025 年５月 11 日
監事



＜ 年会費 2,000円 納入のお願い＞
●PayPayでも納入していただけます
 　　　 （LINE Payはサービス終了）

　今回納入をお願いするのは、２０２５年度の会費２，０００円です
　３年会費５，０００円、終身会費３０，０００円は廃止されています

●次の方は、納入していただく必要はございません
　　　　① 特別会員の先生方
　　　　② かつて終身会費３０，０００円を納入された方

＜ 会費納入の方法 ＞
●ゆうちょ銀行、コンビニでの納入
　　同封の払込取扱票をお使いください

●PayPayでの納入
　　ID : toda i fu1948  
  　送金時に、メッセージに卒業期と氏名を入力してください

●銀行振り込みでの納入
　　PayPay銀行（旧ジャパンネット銀行）すずめ支店（００２）
　　普通預金　６２７１３９８
　　トウキョウトリツダイガクフゾクコウトウガッコウドウソウカイ

　　ATMからの振り込み、ネットバンキングご利用の場合は
　　振込人名の前に卒業期・クラスを入れてください。

事務局インフォメーション

住所の変更、訃報、その他の同窓会への連絡は住所の変更、訃報、その他の同窓会への連絡は
下記のいずれかの方法でお願いします。下記のいずれかの方法でお願いします。
● インターネット
同窓会の同窓会のホームページホームページを開きを開き右下右下のの「Contact us」 「Contact us」 
ボタンをボタンをククリリッッククするとするとメールメールフフォォームームが出が出まます。す。
● 郵送
〒152-0023　東京都目黒区八雲１－１－２〒152-0023　東京都目黒区八雲１－１－２
　　　　　　　　　　　　　都立桜修館中等教育学校内　都立桜修館中等教育学校内
　　　　　　　　　　　　都立大学附属高等学校同窓会都立大学附属高等学校同窓会
またはまたは
〒183-0053　東京都府中市天神町３－８－〒183-0053　東京都府中市天神町３－８－３３７７
　　　　嶋嶋津方津方　　都立大学附属高等学校同窓会事務局都立大学附属高等学校同窓会事務局

同
窓
会
へ
の
連
絡
方
法

https：// www. yagumokai. org

  訃報        謹んでお悔やみ申し上げます
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同窓会事務局に連絡のあった方のみ掲載しています
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英語 春山秀雄先生 2024年8月12日
期・組 姓   名 旧姓

2A 岩井　　洸 2024年4月3日
3A 米田　崇夫 2023年9月5日
3A 堀　那美子 川越 2024年3月2日
3B 𠮷村明比古 2022年2月19日
4C 小中陽太郎 2024年12月3日
5A 大野　忠雄 2018年10月9日
5A 重廣　　敦 2019年3月3日
5C 白鳥　正喜 2023年10月
5C 前田　　滋 2024年5月1日
6A 河田　和光 2024年1月23日
6B 五十嵐意承 2022年2月1日
7A 原田　昌興 2023年12月19日
7B 尾崎　　恒 2024年11月24日
8A 伊藤　　壮 2024年8月27日
8A 鈴木　和夫 2022年9月27日
8A 西田　雄彦 2024年6月
8A 阿金　由美 伊藤 2024年2月28日
8B 中島　偉晴 2024年10月4日
9A 波多野　勲 2017年5月
9B 飯島　　宏 2025年1月27日
9C 下里　容一 2024年8月12日
10A 竹内　　毅 2020年9月25日
10B 高橋　　英 井上 2024年5月8日
10B 田中　鶴代 丸山 2024年8月7日
10C 佐伯　貞浩
11C 阿部　倶男 2024年1月3日
11C 森田　和男 2023年11月6日
12A 中野　一男 2023年11月26日
12C 小沢　　清 2024年7月25日
14B 水野淳二郎 2023年4月19日
15D 中屋　健吉 2019年
16C 菱沼　千明 2024年6月28日
16C 越智　尚子 守山 2024年11月7日
17D 中山　泰雄 2023年10月9日
17E 村山　直久 2024年6月15日
21A 祖川　信雄
21C 田島　健三
21D 笠間　　登
21E 伴　　博之 2023年11月1日
21E 市川　優美子 渡辺 2024年10月18日
21F 柘植　徹也
31B 櫻井　慎治 2024年3月
33A 三原　敬史 2022年4月17日
33D 石井亜矢子 2024年6月18日
33F 山口　則貴 2021年8月4日
34F 飯田　三那子 近藤 2023年7月
37D 土橋　裕美子
40C 小林　弘政 2020年6月
42B 安井　珠絵 2024年10月19日


